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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　購入オファーをユーザに提示する方法であって、
　拡張現実デバイスを使用して、ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別す
ることと、
　前記標的製品に対応する標的製品価格を決定することと、
　標的製品データを前記拡張現実デバイスから遠隔サーバに伝送することであって、前記
標的製品データは、前記標的製品に対応する標的製品識別データを備え、前記標的製品デ
ータは、前記標的製品価格をさらに備える、ことと、
　前記遠隔サーバ上で生成された購入オファーを受信することであって、前記遠隔サーバ
上で前記購入オファーを生成することは、
　　前記標的製品識別データを使用して、代替製品および代替製品オファー価格を識別す
ることであって、前記購入オファーは、前記代替製品オファー価格が前記標的製品価格未
満であることの前記遠隔サーバによる決定に従って、前記遠隔サーバによって前記拡張現
実デバイスに伝送される、ことと
　前記購入オファーを受信したことに応答して、前記拡張現実デバイスを介して前記購入
オファーを前記ユーザに表示することと
　を含み、前記拡張現実デバイスを使用して前記標的製品を識別することは、前記ユーザ
が前記標的製品を視認していることを検出することを含み、
　前記ユーザが前記標的製品を視認していることを検出することは、所定の閾値よりも長
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い持続時間の、前記標的製品の位置に対応する前記ユーザの注視方向を決定することを含
み、
　前記所定の閾値は、１つまたは複数の近傍の製品の位置に対応する前記ユーザの前記注
視方向の時間の長さによって決定されるスキャン持続時間に基づく、方法。
【請求項２】
　前記購入オファーを前記ユーザに表示することは、前記代替製品オファー価格を前記ユ
ーザに表示することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　標的製品データはさらに、前記標的製品の地理的場所を備える、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　前記地理的場所は、ＧＰＳ座標によって表される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記検出することは、
　前記拡張現実デバイスの画像センサを使用して、前記ユーザの画像を取得することと、
　前記標的製品と前記ユーザとの間の近接近を示す前記画像内の視覚的特徴を認識する、
前記拡張現実デバイスのコンピュータ可読媒体上に記憶される命令を実行することと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　標的製品データは、製品カテゴリデータを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記代替製品は、前記標的製品と同一である、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記代替製品は、前記標的製品と同一製品カテゴリ内にある、請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記購入オファーを表示することは、前記代替製品および前記代替製品オファー価格を
表すグラフィックを表示することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ユーザが前記購入オファーを承諾したかどうかを示す信号を前記拡張現実デバイス
から前記遠隔サーバに伝送することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記遠隔サーバは、複数のコンピュータ実行可能命令セットのデータベースを備え、各
コンピュータ実行可能命令セットは、異なる製品に特有であり、前記購入オファーを生成
することは、前記複数のコンピュータ実行可能命令セットのうち、前記標的製品に対応す
るコンピュータ実行可能命令セットを実行することを含み、前記データベースは、不揮発
性コンピュータ可読媒体内に記憶される、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　製品に特有である前記複数のコンピュータ実行可能命令セットのうちの１つまたはそれ
を上回るものは、第２の遠隔サーバから前記遠隔サーバに伝送されている、請求項１１に
記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２の遠隔サーバは、販売店によって制御される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ユーザが前記購入オファーを承諾したかどうかを示すオファー決定データを前記拡
張現実デバイスから前記遠隔サーバに伝送することをさらに含む、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記遠隔サーバから前記第２の遠隔サーバへの通知データ構造を生成することをさらに
含み、前記通知データ構造は、オファー決定データを備える、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
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　前記通知データ構造はさらに、ユーザ識別データを備える、請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記通知データ構造はさらに、ユーザ支払データを備える、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　購入オファーをユーザに提示する方法であって、
　拡張現実デバイスを使用して、ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別す
ることと、
　前記標的製品に対応する標的製品価格を決定することと、
　標的製品データを前記拡張現実デバイスから遠隔サーバに伝送することであって、前記
標的製品データは、前記標的製品に対応する標的製品識別データを備え、前記標的製品デ
ータは、前記標的製品価格をさらに備える、ことと、
　前記遠隔サーバから購入オファーを受信することであって、前記購入オファーは、コン
ピュータ実装方法によって生成され、前記コンピュータ実装方法は、
　　前記標的製品識別データを使用して、代替製品および代替製品オファー価格を有する
、購入オファーデータ構造を識別することと、
　　前記標的製品価格および前記代替製品オファー価格を比較することと、
　　前記代替製品オファー価格が前記標的製品価格未満である場合、前記購入オファーデ
ータ構造を使用して前記購入オファーを生成することと
　を含む、ことと、
　前記購入オファーを受信したことに応答して、前記拡張現実デバイスを介して、前記購
入オファーを前記ユーザに表示することと
　を含み、前記拡張現実デバイスを使用して前記標的製品を識別することは、前記ユーザ
が前記標的製品を視認していることを検出することを含み、
　前記ユーザが前記標的製品を視認していることを検出することは、所定の閾値よりも長
い持続時間の、前記標的製品の位置に対応する前記ユーザの注視方向を決定することを含
み、
　前記所定の閾値は、１つまたは複数の近傍の製品の位置に対応する前記ユーザの前記注
視方向の時間の長さによって決定されるスキャン持続時間に基づく、方法。
【請求項１９】
　購入オファーをユーザに提示するためのシステムであって、
　ディスプレイと、
　方法を実行するように構成された１つまたは複数のプロセッサを有する拡張現実デバイ
スと
　を備え、前記方法は、
　拡張現実デバイスを介して、ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別する
ことと、
　前記標的製品に対応する標的製品価格を決定することと、
　標的製品データを前記拡張現実デバイスから遠隔サーバに伝送することであって、前記
標的製品データは、前記標的製品に対応する標的製品識別データを備え、前記標的製品デ
ータは、前記標的製品価格をさらに備える、ことと、
　前記遠隔サーバ上で生成された購入オファーを受信することであって、前記遠隔サーバ
上で前記購入オファーを生成することは、
　　前記標的製品識別データを使用して、代替製品および代替製品オファー価格を識別す
ることであって、前記購入オファーは、前記代替製品オファー価格が前記標的製品価格未
満であることの前記遠隔サーバによる決定に従って、前記遠隔サーバによって前記拡張現
実デバイスに伝送される、ことと
　前記購入オファーを受信したことに応答して、前記ディスプレイを介して前記購入オフ
ァーを前記ユーザに表示することと
　を含み、前記拡張現実デバイスを使用して前記標的製品を識別することは、前記ユーザ
が前記標的製品を視認していることを検出することを含み、
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　前記ユーザが前記標的製品を視認していることを検出することは、所定の閾値よりも長
い持続時間の、前記標的製品の位置に対応する前記ユーザの注視方向を決定することを含
み、
　前記所定の閾値は、１つまたは複数の近傍の製品の位置に対応する前記ユーザの前記注
視方向の時間の長さによって決定されるスキャン持続時間に基づく、システム。
【請求項２０】
　前記代替製品は、地元の販売店において利用可能である、請求項１９に記載のシステム
。
【請求項２１】
　前記代替製品は、前記小売場所における販売店と同一販売店によってオンラインで利用
可能である、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記代替製品は、前記小売場所における販売店と異なる販売店によってオンラインで利
用可能である、請求項１９に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記標的製品の価格は、代替製品オファー価格に基づいて調節される、請求項１９に記
載のシステム。
【請求項２４】
　前記標的製品の価格は、前記ユーザが前記小売場所に出発する前に前記標的製品の購入
に合意した場合、割引される、請求項２３に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別することは、前記拡張現実デ
バイスを介して、前記ユーザによる前記標的商品の移動を検出することを含む、請求項１
に記載の方法。
【請求項２６】
　前記ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別することは、前記拡張現実デ
バイスを介して、前記ユーザと前記標的製品との間の距離を検出することを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項２７】
　前記ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別することは、前記拡張現実デ
バイスを介して、小売場所に対する前記標的製品の位置を検出することを含む、請求項１
に記載の方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
（関連出願の相互参照）
　本願は、２０１５年６月２４日に出願された米国仮特許出願第６２／１８４，１５０号
および２０１５年７月２１日に出願された米国仮特許出願第６２／１９５，１８４号に対
する優先権を主張するものであり、これらの開示の全体は、参照により本明細書中に援用
される。
【背景技術】
【０００２】
　ますます、消費者は、デジタルデバイスおよび技術を使用することによって商品および
サービスを購入するようになっている。種々の技術プラットフォームが、消費者が商品お
よびサービスの特徴および価格を比較することを補助するために開発されている。いくつ
かのアプリケーションは、消費者が、その必要性に合った製品を選択することを補助する
一方、他のアプリケーションは、種々の販売店および販売業者間の価格比較を提供する。
インターネットを経由して行われる購入に関して、消費者は、膨大な数の製品、価格、販
売業者情報にアクセスする準備ができ、それらは全て、購入前およびその間にコンピュー
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タディスプレイ上に引き出されることができる。
【０００３】
　しかしながら、物理的小売場所で行われる購入に関しては、そのような情報は、ユーザ
が目前の製品からその注意を逸らし、そのスマートフォン（または他のそのようなポータ
ブル電子デバイス）にクエリを行い、小売場所で利用可能ではない製品についての情報に
アクセスせずには、容易にアクセス可能ではない。多くの場合、消費者は、販売員の注意
を引くことなく、そのような情報を得ることを好むであろう。さらに、スマートフォンま
たは他のポータブルデバイスの小ディスプレイは、消費者が短時間で参照可能な情報の量
を限定する傾向にある。
【０００４】
　故に、インターネットを経由した情報取得の容易性と、物理的小売場所における買物体
験を統合し、消費者が、特定の製品を特定の販売店から購入することの決定を行うことを
支援することが望ましくあり得る。または、小売場所において消費者によって選択された
アイテムの購入プロセスを促進することが望ましくあり得る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書に開示されるのは、小売場所における１つまたはそれを上回るアイテムまたは
製品の購入を促進する、拡張現実（ＡＲ）デバイス、システム、および方法である。ＡＲ
システムは、小売場所または店舗における販売用のアイテムと関連付けられた情報を捕捉
するように構成される、装着可能ＡＲデバイスを備えてもよい。装着可能ＡＲデバイス（
ＡＲＤ）は、買物客が店舗内を動き回るにつれて、特定のアイテムの移動および／または
場所を監視するように構成されてもよい。１つまたはそれを上回る所定の基準が満たされ
ると、アイテムは、「携行中」または「購入済み」として指定されてもよい。例えば、ア
イテムが、その元々の場所と異なる場所であるが、店舗境界内にあると検出されると、「
携行中」として指定されてもよい。ユーザが、アイテムを視認または携行しながら、ＡＲ
デバイス上で購入オプションを選択すると、アイテムと関連付けられた情報が、購入トラ
ンザクションを処理し得る、遠隔サーバに中継されてもよい。購入トランザクションの完
了時、アイテムは、「購入済み」として指定されてもよい。本明細書に開示されるＡＲシ
ステムおよび方法は、ユーザが清算カウンタに並ぶ、または店員とやりとりすることを要
求せずに、購入トランザクションがユーザＡＲＤとサーバとの間で生じることを可能にす
ることによって、アイテムの購入（例えば、小売場所においてユーザによって選択された
１つまたはそれを上回るアイテムと引き換えとしたユーザから販売店への金額の送金）を
促進し得る。いくつかの変形例では、ユーザＡＲＤは、ユーザによる携行中または購入済
みアイテムについての情報を記憶する、データベースを維持してもよく、データベース内
の情報は、小売場所を離れることに先立って、ユーザによって携行されている未購入アイ
テムの支払をユーザに促すために使用されてもよい。ＡＲシステムは、随意に、物理的小
売場所におけるアイテムまたは製品（以降「標的」）を購入しようとしている買物客に購
入代替についての情報を提供してもよい。購入代替についての情報は、販売店および／ま
たはその販売店の競合販売店によって提供されてもよい。販売店によって提供される情報
は、買物客の必要性により合った類似製品および／または標的と関連付けられた関連また
は相関製品の推奨を含んでもよく、推奨される製品は、販売店によって販売される。推奨
される製品は、物理的小売場所において、および／または販売店のウェブサイト上で販売
されてもよい。それらは、時間、場所、在庫、またはその特定の顧客についての事実に基
づいて、小売店からの購入に対する誘因を含んでもよい。
【０００６】
　購入オファーをユーザに提示するためのシステムの一変形例は、ユーザによって購入が
検討されている標的製品を識別し、小売場所における標的製品の価格を識別するように構
成される、拡張現実（ＡＲ）デバイスと、遠隔サーバとを備えてもよい。ＡＲデバイスは
、無線能力を有してもよく、遠隔サーバと無線通信してもよい。遠隔サーバは、コンピュ
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ータ実行可能命令セットのデータベースを有してもよく、各命令セットは、異なる製品に
特有であってもよい。遠隔サーバは、データベースから、拡張現実デバイスによって伝送
される標的製品識別データおよび標的製品価格に基づいて、標的製品特有の命令セットを
読み出すように構成されてもよく、標的製品特有の命令セットは、代替製品および代替製
品オファー価格を備えてもよい。遠隔サーバはまた、標的製品特有の命令セットを実行し
、標的製品価格および代替製品オファー価格を比較し、代替製品オファー価格が標的製品
価格未満である場合、購入オファーデータ構造を生成してもよく、オファーデータ構造は
、代替製品オファー価格を備えてもよい。遠隔サーバはまた、購入オファーデータ構造を
ＡＲデバイスに伝送するように構成されてもよい。いくつかの変形例では、代替製品は、
地元の販売店において利用可能である、および／または小売場所における販売店と同一販
売店によってオンラインで利用可能である、および／または小売場所における販売店と異
なる販売店によってオンラインで利用可能であってもよい。随意に、標的製品の価格は、
代替製品オファー価格に基づいて調節されてもよい。例えば、標的製品の価格は、ユーザ
が小売場所に出発する前に標的製品の購入に合意した場合、割引されてもよい。
【０００７】
　購入オファーをユーザに提示する方法の一変形例は、拡張現実（ＡＲ）デバイスを使用
して、ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別するステップと、標的製品デ
ータを拡張現実デバイスから遠隔サーバに伝送するステップであって、標的製品データは
、標的製品識別データおよび標的製品価格を備え得る、ステップと、コンピュータ実装方
法を遠隔サーバ上で実行し、購入オファーを生成するステップとを含んでもよい。いくつ
かの変形例では、コンピュータ実装方法は、製品識別データを使用して、標的製品に特有
のコンピュータ実行可能命令セットを識別するステップと、製品特有のコンピュータ実行
可能命令セットを実行し、代替製品および代替製品オファー価格を有する、購入オファー
データ構造を生成するステップと、標的製品価格および代替製品オファー価格を比較する
ステップと、代替製品オファー価格が標的製品価格未満である場合、購入オファーデータ
構造を拡張現実デバイスに伝送するステップとを含んでもよい。本方法はまた、ＡＲデバ
イスを介して、遠隔サーバからユーザに購入オファーを表示するステップを含んでもよい
。購入オファーをユーザに表示するステップは、代替製品オファー価格をユーザに表示す
るステップを含んでもよい。標的製品データはさらに、標的製品の地理的場所を備えても
よく、随意に、地理的場所は、ＧＰＳ座標によって表されてもよい。いくつかの変形例で
は、ＡＲデバイスを使用して標的製品を識別するステップは、ユーザが標的製品に関心が
あることを検出するステップを含んでもよい。例えば、ＡＲデバイスは、運動センサまた
は配向センサおよび／または眼追跡センサによって測定されるユーザの頭部の方向に基づ
いて、ユーザが標的製品を見ている（例えば、１つの製品におけるユーザ注視の持続時間
が他の製品における注視より比較的に長い）ことを決定してもよい。代替として、または
加えて、ＡＲデバイス上の画像センサは、例えば、ＡＲデバイス画像センサの視野内にお
いてそれを握持または保持することによって、ユーザが標的製品と物理的に関わっている
ことを検出してもよい。ＡＲデバイスは、ＡＲデバイスの画像センサを使用して、ユーザ
の画像を取得し、標的製品とユーザとの間の近接近を示す画像内の視覚的特徴を認識する
、拡張現実デバイスのコンピュータ可読媒体上に記憶される命令を実行することによって
、これを行うように構成されてもよい。標的製品データは、製品カテゴリデータを備えて
もよい。いくつかの変形例では、代替製品は、標的製品と同一であってもよい、および／
または標的製品と同一製品カテゴリ内にあってもよい。購入オファーを表示するステップ
は、代替製品および代替製品オファー価格を表すグラフィックを表示するステップを含ん
でもよい。購入オファーをユーザに提示するための方法はまた、ユーザが購入オファーを
承諾したかどうかを示す信号をＡＲデバイスから遠隔サーバに伝送するステップを含んで
もよい。
【０００８】
　いくつかの変形例では、遠隔サーバは、複数のコンピュータ実行可能命令セットのデー
タベースを備えてもよく、各コンピュータ実行可能命令セットは、異なる製品に特有であ
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ってもよく、データベースは、不揮発性コンピュータ可読媒体内に記憶されてもよい。複
数の製品特有のコンピュータ実行可能命令セットのうちの１つまたはそれを上回るものは
、第２の遠隔サーバから遠隔サーバに伝送されてもよい。いくつかの変形例では、第２の
遠隔サーバは、販売店によって制御される。いくつかの変形例では、本方法はさらに、ユ
ーザが購入オファーを承諾したかどうかを示すオファー決定データをＡＲデバイスから遠
隔サーバに伝送するステップを含んでもよい。随意に、本方法はまた、遠隔サーバから第
２の遠隔サーバに伝送され得る、通知データ構造を生成するステップを含んでもよく、通
知データ構造は、オファー決定データを備える。随意に、通知データ構造はさらに、ユー
ザ支払データ等のユーザ識別データを備えてもよい。
【０００９】
　購入オファーをユーザに提示する方法の別の変形例は、拡張現実（ＡＲ）デバイスを使
用して、ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別するステップと、標的製品
データを拡張現実デバイスから遠隔サーバに伝送するステップであって、標的製品データ
は、標的製品識別データおよび標的製品価格を備える、ステップと、コンピュータ実装方
法を遠隔サーバ上で実行し、購入オファーを生成するステップとを含んでもよい。いくつ
かの変形例では、コンピュータ実装方法は、製品識別データを使用して、代替製品および
代替製品オファー価格を有する、購入オファーデータ構造を識別するステップと、標的製
品価格および代替製品オファー価格を比較するステップと、代替製品オファー価格が標的
製品価格未満である場合、購入オファーデータ構造を拡張現実デバイスに伝送するステッ
プと、拡張現実デバイスを介して、遠隔サーバからの購入オファーをユーザに表示するス
テップとを含んでもよい。
【００１０】
　また、本明細書に説明されるのは、あるアイテムを購入するためのシステムであって、
本システムは、無線通信能力を有する装着可能拡張現実デバイス（ＡＲＤ）と、ＡＲＤと
無線通信する制御サーバとを備える。ＡＲＤは、近接度検出器と、運動検出器と、位置検
出器と、近接度検出器、運動検出器、および位置検出器と通信する計算コンポーネントと
を備えてもよく、計算コンポーネントは、近接度検出器および運動検出器からのデータを
使用して、装着者があるアイテムを所有しているかどうかを決定し、信号を生成し、制御
サーバに伝送するように構成されてもよく、信号は、アイテムの識別および装着者がアイ
テムを所有しているかどうかを示してもよい。近接度検出器は、ＲＦＩＤリーダ、カメラ
、およびスキャナのうちの少なくとも１つを備えてもよい。運動検出器は、ユーザデバイ
スの場所の変化を検出するように構成される場所推定器を備えてもよい。位置検出器は、
全地球測位システムまたは無線ベースの場所決定システムを備えてもよい。信号は、装着
者が、運動検出器によって移動している、または位置検出器によってアイテムの元々の場
所と異なる場所に居ると決定される間、アイテムの存在が近接度検出器によって検出され
る場合、装着者がアイテムを所有していることを示してもよい。制御サーバは、装着者に
アイテムの購入を促すために、購入信号を生成し、ＡＲＤに伝送してもよい。いくつかの
変形例では、近接度検出器は、指向性アンテナＲＦＩＤ読取デバイスを備えてもよい。制
御サーバは、ユーザ場所データ、アイテム識別データ、およびアイテム場所データをＡＲ
Ｄから制御サーバのメモリのデータベースの中に記憶してもよい。いくつかの変形例では
、制御サーバは、ＡＲＤ信号に応答して、アイテムデータ構造を生成してもよく、アイテ
ムデータ構造は、アイテム識別コード、ＵＲＬ、携行ステータス、およびアイテムの購入
ステータスを含んでもよく、アイテムデータ構造は、データベースの中に記憶されてもよ
い。
【００１１】
　システムの別の変形例は、ユーザによって携行されている１つまたはそれを上回るアイ
テムを追跡するように構成される、買物客用デバイスと、買物客用デバイスに接続され、
１つまたはそれを上回るアイテムのステータス情報を受信するように構成される、サーバ
と、１つまたはそれを上回るアイテムを検出し、１つまたはそれを上回るアイテムのステ
ータス情報をサーバから要求するように構成される、清算用デバイスと、少なくとも１つ
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のアイテムのステータスがアイテムが購入されていないことを示すとき、清算用デバイス
からアラートを受信するように構成される、従業員用デバイスとを備えてもよい。サーバ
は、アイテムの受信されたステータス情報がアイテムが購入される予定であることを示す
とき、アイテムの購入を完了するように構成されてもよい。いくつかのシステムは、支払
情報をサーバに提供し、アイテムの購入を促進するように構成される、支払システムを備
えてもよい。サーバは、清算用デバイスから受信されたメッセージに応答して、あるアイ
テムの購入を完了するように構成されてもよい。いくつかの変形例では、従業員用デバイ
スは、少なくとも１つのアイテムが購入されていないことを示すメッセージを表示するよ
うに構成されてもよい。清算用デバイスは、店舗の入口または店舗の清算エリアに位置し
てもよい。買物客用デバイスは、１つまたはそれを上回るアイテムのステータス情報を決
定するように構成されてもよい。
本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　購入オファーをユーザに提示する方法であって、
　拡張現実デバイスを使用して、ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別す
るステップと、
　標的製品データを前記拡張現実デバイスから遠隔サーバに伝送するステップであって、
標的製品データは、標的製品識別データおよび標的製品価格を備える、ステップと、
　コンピュータ実装方法を前記遠隔サーバ上で実行し、購入オファーを生成するステップ
であって、前記コンピュータ実装方法は、
　　前記製品識別データを使用して、前記標的製品に特有のコンピュータ実行可能命令セ
ットを識別するステップと、
　　前記製品特有のコンピュータ実行可能命令セットを実行し、代替製品および代替製品
オファー価格を有する、購入オファーデータ構造を生成するステップと、
　　前記標的製品価格および前記代替製品オファー価格を比較するステップと、
　　前記代替製品オファー価格が前記標的製品価格未満である場合、前記購入オファーデ
ータ構造を前記拡張現実デバイスに伝送するステップと
　を含む、ステップと、
　前記拡張現実デバイスを介して、前記遠隔サーバからの購入オファーを前記ユーザに表
示するステップと
　を含む、方法。
（項目２）
　前記購入オファーを前記ユーザに表示するステップは、前記代替製品オファー価格を前
記ユーザに表示するステップを含む、項目１に記載の方法。
（項目３）
　標的製品データはさらに、前記標的製品の地理的場所を備える、項目１に記載の方法。
（項目４）
　前記地理的場所は、ＧＰＳ座標によって表される、項目３に記載の方法。
（項目５）
　前記拡張現実デバイスを使用して前記標的製品を識別するステップは、前記ユーザが前
記標的製品を視認していることを検出するステップを含む、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記検出するステップは、
　前記拡張現実デバイスの画像センサを使用して、前記ユーザの画像を取得するステップ
と、
　前記標的製品と前記ユーザとの間の近接近を示す前記画像内の視覚的特徴を認識する、
前記拡張現実デバイスのコンピュータ可読媒体上に記憶される命令を実行するステップと
　を含む、項目５に記載の方法。
（項目７）
　標的製品データは、製品カテゴリデータを備える、項目１に記載の方法。
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（項目８）
　前記代替製品は、前記標的製品と同一である、項目１に記載の方法。
（項目９）
　前記代替製品は、前記標的製品と同一製品カテゴリ内にある、項目７に記載の方法。
（項目１０）
　前記購入オファーを表示するステップは、前記代替製品および前記代替製品オファー価
格を表すグラフィックを表示するステップを含む、項目１に記載の方法。
（項目１１）
　前記ユーザが前記購入オファーを承諾したかどうかを示す信号を前記拡張現実デバイス
から前記遠隔サーバに伝送するステップをさらに含む、項目１に記載の方法。
（項目１２）
　前記遠隔サーバは、複数のコンピュータ実行可能命令セットのデータベースを備え、各
コンピュータ実行可能命令セットは、異なる製品に特有であって、前記データベースは、
不揮発性コンピュータ可読媒体内に記憶される、項目１に記載の方法。
（項目１３）
　前記複数の製品特有のコンピュータ実行可能命令セットのうちの１つまたはそれを上回
るものは、第２の遠隔サーバから前記遠隔サーバに伝送されている、項目１２に記載の方
法。
（項目１４）
　前記第２の遠隔サーバは、販売店によって制御される、項目１３に記載の方法。
（項目１５）
　前記ユーザが前記購入オファーを承諾したかどうかを示すオファー決定データを前記拡
張現実デバイスから前記遠隔サーバに伝送するステップをさらに含む、項目１４に記載の
方法。
（項目１６）
　前記遠隔サーバから前記第２の遠隔サーバへの通知データ構造を生成するステップをさ
らに含み、前記通知データ構造は、オファー決定データを備える、項目１５に記載の方法
。
（項目１７）
　前記通知データ構造はさらに、ユーザ識別データを備える、項目１６に記載の方法。
（項目１８）
　前記通知データ構造はさらに、ユーザ支払データを備える、項目１７に記載の方法。
（項目１９）
　購入オファーをユーザに提示する方法であって、
　拡張現実デバイスを使用して、ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別す
るステップと、
　標的製品データを前記拡張現実デバイスから遠隔サーバに伝送するステップであって、
標的製品データは、標的製品識別データおよび標的製品価格を備える、ステップと、
　コンピュータ実装方法を前記遠隔サーバ上で実行し、購入オファーを生成するステップ
であって、前記コンピュータ実装方法は、
　　前記製品識別データを使用して、代替製品および代替製品オファー価格を有する、購
入オファーデータ構造を識別するステップと、
　　前記標的製品価格および前記代替製品オファー価格を比較するステップと、
　　前記代替製品オファー価格が前記標的製品価格未満である場合、前記購入オファーデ
ータ構造を前記拡張現実デバイスに伝送するステップと、
　を含む、ステップと、
　前記拡張現実デバイスを介して、前記遠隔サーバからの購入オファーを前記ユーザに表
示するステップと
　を含む、方法。
（項目２０）
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　購入オファーをユーザに提示するためのシステムであって、
　無線通信能力を有し、ユーザによって購入が検討されている標的製品を識別し、小売場
所における前記標的製品の価格を識別するように構成される、拡張現実デバイスと、
　前記拡張現実デバイスと無線通信する遠隔サーバであって、前記遠隔サーバは、コンピ
ュータ実行可能命令セットのデータベースを有し、各命令セットは、異なる製品に特有で
あって、前記遠隔サーバは、
　　前記データベースから、前記拡張現実デバイスによって伝送される標的製品識別デー
タおよび標的製品価格に基づいて、標的製品特有の命令セットを読み出すことであって、
前記標的製品特有の命令セットは、代替製品および代替製品オファー価格を備える、こと
と、
　　前記標的製品特有の命令セットを実行し、前記標的製品価格および前記代替製品オフ
ァー価格を比較することと、
　　前記代替製品オファー価格が前記標的製品価格未満である場合、購入オファーデータ
構造を生成することであって、前記オファーデータ構造は、前記代替製品オファー価格を
備える、ことと、
　　前記購入オファーデータ構造を前記拡張現実デバイスに伝送することと
　を行うように構成される、遠隔サーバと
　を備える、システム。
（項目２１）
　前記代替製品は、地元の販売店において利用可能である、項目２０に記載のシステム。
（項目２２）
　前記代替製品は、前記小売場所における販売店と同一販売店によってオンラインで利用
可能である、項目２０に記載のシステム。
（項目２３）
　前記代替製品は、前記小売場所における販売店と異なる販売店によってオンラインで利
用可能である、項目２０に記載のシステム。
（項目２４）
　前記標的製品の価格は、代替製品オファー価格に基づいて調節される、項目２０に記載
のシステム。
（項目２５）
　前記標的製品の価格は、前記ユーザが前記小売場所に出発する前に前記標的製品の購入
に合意した場合、割引される、項目２４に記載のシステム。
（項目２６）
　あるアイテムを購入するためのシステムであって、
　無線通信能力を有する装着可能拡張現実デバイス（ＡＲＤ）であって、近接度検出器、
運動検出器、位置検出器、および前記近接度検出器、運動検出器、および位置検出器と通
信する計算コンポーネントを備える、ＡＲＤと、
　前記ＡＲＤと無線通信する制御サーバであって、前記計算コンポーネントは、
　　前記近接度検出器および前記運動検出器からのデータを使用して、装着者があるアイ
テムを所有しているかどうかを決定することと、
　　信号を生成し、前記制御サーバに伝送することであって、前記信号は、前記アイテム
の識別および前記装着者が前記アイテムを所有しているかどうかを示す、ことと
　を行うように構成される、制御サーバと
　を備える、システム。
（項目２７）
　前記近接度検出器は、ＲＦＩＤリーダ、カメラ、およびスキャナのうちの少なくとも１
つを備える、項目２６に記載のシステム。
（項目２８）
　前記運動検出器は、前記ユーザデバイスの場所の変化を検出するように構成される場所
推定器を備える、項目２６に記載のシステム。
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（項目２９）
　前記位置検出器は、全地球測位システムまたは無線ベースの場所決定システムを備える
、項目２８に記載のシステム。
（項目３０）
　前記信号は、前記装着者が、前記運動検出器によって移動していることが決定されるか
、または、前記位置検出器によって前記アイテムの元々の場所と異なる場所に居ることが
決定される間、前記アイテムの存在が前記近接度検出器によって検出される場合、前記装
着者が前記アイテムを所有していることを示す、項目２６に記載のシステム。
（項目３１）
　前記制御サーバは、前記装着者に前記アイテムの購入を促すために、購入信号を生成し
、前記ＡＲＤに伝送する、項目２６に記載のシステム。
（項目３２）
　前記近接度検出器は、指向性アンテナＲＦＩＤ読取デバイスを備える、項目２６に記載
のシステム。
（項目３３）
　前記制御サーバは、ユーザ場所データ、アイテム識別データ、およびアイテム場所デー
タを前記ＡＲＤからデータベースの中に記憶する、項目２６に記載のシステム。
（項目３４）
　前記制御サーバは、前記ＡＲＤ信号に応答して、アイテムデータ構造を生成し、前記ア
イテムデータ構造は、アイテム識別コード、ＵＲＬ、携行ステータスおよび前記アイテム
の購入ステータスを含み、前記アイテムデータ構造は、データベースの中に記憶される、
項目２６に記載のシステム。
（項目３５）
　システムであって、
　ユーザによって携行されている１つまたはそれを上回るアイテムを追跡するように構成
される、買物客用デバイスと、
　前記買物客用デバイスに接続され、前記１つまたはそれを上回るアイテムのステータス
情報を受信するように構成される、サーバと、
　前記１つまたはそれを上回るアイテムを検出し、前記１つまたはそれを上回るアイテム
のステータス情報を前記サーバから要求するように構成される、清算用デバイスと、
　少なくとも１つのアイテムのステータスが前記アイテムが購入されていないことを示す
とき、前記清算用デバイスからアラートを受信するように構成される、従業員用デバイス
と
　を備える、システム。
（項目３６）
　前記サーバは、前記アイテムの受信されたステータス情報が前記アイテムが購入される
予定であることを示すとき、アイテムの購入を完了するように構成される、項目３５に記
載のシステム。
（項目３７）
　支払情報を前記サーバに提供し、前記アイテムの購入を促進するように構成される、支
払システムを備える、項目３６に記載のシステム。
（項目３８）
　前記サーバは、前記清算用デバイスから受信されたメッセージに応答して、あるアイテ
ムの購入を完了するように構成される、項目３５に記載のシステム。
（項目３９）
　前記従業員用デバイスは、少なくとも１つのアイテムが購入されていないことを示すメ
ッセージを表示するように構成される、項目３５に記載のシステム。
（項目４０）
　前記清算用デバイスは、店舗の入口または前記店舗の清算エリアに位置する、項目３５
に記載のシステム。
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（項目４１）
　前記買物客用デバイスは、前記１つまたはそれを上回るアイテムのステータス情報を決
定するように構成される、項目３５に記載のシステム。
 
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１Ａは、買物およびユーザへの購入代替の提案に関わる拡張現実システムのモ
ジュールを表す、ブロック図である。図１Ｂは、購入代替をユーザに提案するように構成
され得る、拡張現実システムの一変形例を表す、ブロック図である。
【００１３】
【図２－１】図２Ａは、拡張現実デバイスの一変形例を描写する。
【図２－２】図２Ｂ－２Ｊは、拡張現実システムの一部として拡張現実デバイスと併用さ
れ得る、種々の二次デバイス（トーテム）を描写する。
【図２－３】図２Ｋは、拡張現実デバイスのコンポーネントのブロック図表現である。
【００１４】
【図３Ａ】図３Ａは、小売場所においてＡＲシステムを使用してアイテムを購入するため
の方法の一変形例のフローチャート表現である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、ユーザへの購入代替の提案に関わる拡張現実システムと併用され得
る、方法の一変形例のフローチャート表現である。
【００１５】
【図４】図４は、オファーを生成するために使用され得る、コンピュータ実装方法の擬似
コード表現である。
【００１６】
【図５Ａ】図５Ａ－５Ｇは、拡張現実システムが商品およびサービスの購入オファーをユ
ーザに提供し得る、種々のシナリオを描写する。
【図５Ｂ】図５Ａ－５Ｇは、拡張現実システムが商品およびサービスの購入オファーをユ
ーザに提供し得る、種々のシナリオを描写する。
【図５Ｃ】図５Ａ－５Ｇは、拡張現実システムが商品およびサービスの購入オファーをユ
ーザに提供し得る、種々のシナリオを描写する。
【図５Ｄ】図５Ａ－５Ｇは、拡張現実システムが商品およびサービスの購入オファーをユ
ーザに提供し得る、種々のシナリオを描写する。
【図５Ｅ】図５Ａ－５Ｇは、拡張現実システムが商品およびサービスの購入オファーをユ
ーザに提供し得る、種々のシナリオを描写する。
【図５Ｆ】図５Ａ－５Ｇは、拡張現実システムが商品およびサービスの購入オファーをユ
ーザに提供し得る、種々のシナリオを描写する。
【図５Ｇ】図５Ａ－５Ｇは、拡張現実システムが商品およびサービスの購入オファーをユ
ーザに提供し得る、種々のシナリオを描写する。
【００１７】
【図６】図６Ａ－６Ｄは、拡張現実システム制御サーバ（例えば、販売店の在庫システム
またはサーバ）のメモリおよび／またはＡＲＤの計算コンポーネント内に記憶され得るテ
ーブルまたはデータベースの変形例を描写する。図６Ｅは、アイテムデータ構造オブジェ
クトの表現を描写する。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　本開示は、概して、小売場所における商品および／またはサービスを購入するための拡
張現実デバイス、システム、および方法に関する。これらのデバイス、システム、および
方法は、ユーザに、列に並んで待つ、または店員とやりとりすることなく、小売場所にお
いて選択されたアイテムを購入するオプションを提供してもよい。拡張現実（ＡＲ）シス
テムの拡張現実デバイス（ＡＲＤ）は、店舗内の販売のためのアイテムと関連付けられた
情報を捕捉してもよい。例えば、ＡＲＤは、ユーザに関心のある（例えば、ユーザによっ
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て視認された、または取り上げられた）アイテムを識別し、ユーザがアイテムを取り上げ
たかどうかを決定するように構成されてもよい。ユーザがアイテムを取り上げた場合、Ａ
ＲＤは、ユーザが店舗内を動き回るにつれて、アイテムの移動および／または場所を監視
するように構成されてもよい。ＡＲシステムはさらに、ユーザのＡＲＤおよび／または小
売場所内の他のＡＲＤと通信するサーバ（例えば、販売店サーバ）を備えてもよく、ユー
ザがアイテムの購入を所望する場合、サーバとユーザＡＲＤとの間の通信は、金額の送金
を促進し、購入を完了してもよい。随意に、サーバはまた、取り上げられたアイテムの場
所および／またはアイテムを取り上げたユーザの場所を追跡してもよい。サーバは、本情
報を使用して、ユーザに、小売場所から離れることに先立って、携行されているアイテム
の購入を促し、および／またはユーザが購入されていないアイテムとともに小売場所から
出る場合、通知をユーザおよび／または販売店に生成してもよい。
【００１９】
　ＡＲシステムのいくつかの変形例は、随意に、小売場所においてアイテムまたは標的を
購入するかどうかを決定する際、ユーザを補助するように構成されてもよい。物理的、オ
ンライン、または仮想（拡張または仮想現実の意味において）の任意の小売環境において
、顧客が標的に関心を示す時間と顧客が実際の購入トランザクションを行う（または購入
を行わないと決定する）時間との間には、ある時間インターバルが存在する。本書の目的
のために、我々は、本期間を交渉インターバルと称するであろう。交渉インターバルの開
始は、ユーザが小売環境内の標的を視認する、触れる、または取り上げることによって、
および／またはユーザが購入のための製品（「標的」）を検討していることを明示的に示
すとき（例えば、音声コマンドおよび／または買物モードの選択によって）トリガされて
もよい。交渉インターバルの終了は、ユーザが製品を購入する、小売場所から離れる（購
入を行って、または行わずに）ことによって、および／またはユーザが標的を棚に戻す、
および／または標的から歩き去ることによって示され得る、ユーザが標的（または任意の
他の製品またはサービス）の購入をもはや検討していないことを明示的に示すときマーク
されてもよい。
【００２０】
　本明細書に開示され、図１Ａに図式的に表されるのは、買物客またはユーザと小売場所
における販売店との間の購入トランザクションを促進する、および／または購入代替を買
物客またはユーザに提供するように構成され得る、拡張現実（ＡＲ）システム１００であ
る。ＡＲシステム１００は、１つまたはそれを上回る拡張現実デバイス（ＡＲＤ）と通信
するように構成される、制御システムまたはサーバ１０４を備えてもよい。１つまたはそ
れを上回るＡＲデバイスは、小売場所において１人またはそれを上回るユーザまたは買物
客によって装着される１つまたはそれを上回るＡＲＤ１０２ａと、随意に、その小売場所
における１人またはそれを上回る販売店店員によって装着される１つまたはそれを上回る
ＡＲＤ１０２ｂとを備えてもよい。制御システムまたはサーバ１０４は、遠隔サーバであ
ってもよく、１つまたはそれを上回るデータベース間および１つまたはそれを上回るデー
タベースと１つまたはそれを上回るＡＲＤとの間の情報／データの通信を促進する、１つ
またはそれを上回る機械可読メモリおよび１つまたはそれを上回るコンピュータプロセッ
サ内に記憶される１つまたはそれを上回るデータベースを備えてもよい。一変形例では、
制御システムまたはサーバ１０４は、販売店在庫システムまたはサーバ（ＭＩＳ）１０４
ａと、オファー交渉システムまたはサーバ（ＯＮＳ）１０４ｂとを備えてもよい。随意に
、購入システムは、制御システムまたはサーバ１０４と通信してもよい、またはＭＩＳの
いくつかの変形例は、購入システムを含んでもよい。制御システムのこれらおよび他のシ
ステムまたはサーバは、１つの地理的場所に位置してもよい、またはこれらのシステムま
たはサーバのうちの１つまたはそれを上回るものは、異なる地理的場所に位置し、有線（
例えば、電気、光学、または別様に）または無線接続を介して、相互に通信してもよい。
【００２１】
　ＭＩＳ１０４ａは、小売場所の販売店による販売のためにオファーされる製品に関する
在庫データを記憶する、１つまたはそれを上回るデータベースと、データを種々のデータ
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ベースに伝送し、そこから受信する、プロセッサと、ＡＲＤ（例えば、ユーザＡＲＤおよ
び／または販売店ＡＲＤ）と、販売店支払カウンタまたはコンソールとを備えてもよい。
ＭＩＳプロセッサは、随意に、購入トランザクションを促進するように構成されてもよい
。いくつかの変形例では、小売場所における支払カウンタまたはコンソールおよび／また
は仮想またはオンライン購入システムはまた、購入に関するデータを制御システムのＭＩ
Ｓに通信してもよい。
【００２２】
　ＯＮＳは、種々の小売製品およびサービス、販売店、およびオファーに関するデータ、
およびユーザが購入決定を行うことを補助し得る任意のデータを記憶する、１つまたはそ
れを上回るデータベースを備えてもよい。ＡＲＤは、制御サーバ１０４と無線で通信し、
ユーザによって購入を検討されている製品（例えば、標的製品または「標的」）に関連す
るデータを入手し、本データをユーザに提示し、購入決定を補助するように構成されても
よい。標的およびその標的および／または標的に関連する製品またはサービス（例えば、
代替製品）の購入のためのオファーに関するデータは、ＯＮＳデータベース（すなわち、
ＯＮＳの不揮発性メモリ）内に記憶されてもよい。いくつかの変形例では、制御サーバは
、外部当事者（ＥＰ）１０６ａ、１０６ｂ、１０６ｃからのモジュールまたはデータベー
ス構造と通信してもよい。外部当事者は、販売店（ウェブベースの店舗を伴う、または伴
わない）、広告主、個人買物客、および同等物であってもよい。他の種類のエンティティ
もまた、ＥＰであり得、例えば、ＥＰは、Ｃｏｎｓｕｍｅｒ　ＲｅｐｏｒｔｓまたはＡｍ
ｅｒｉｃａ’ｓ　Ｔｅｓｔ　Ｋｉｔｃｈｅｎ等の評価者であってもよい。いくつかの変形
例では、ＥＰは、個々のユーザによる販売のためのアイテムのデータベースを維持する、
オークションサーバであってもよい。オークションベースのＥＰは、販売者によって設定
された額または他のユーザによる既存の入札に基づいて、ユーザにオファーを行ってもよ
い。ユーザは、次いで、より高い支払額を入札すること等によって応答してもよい。いく
つかの変形例では、オークションベースのＥＰは、他の潜在的購入者と入札を行う代わり
に、購入者がアイテムの購入を直ちに所望する場合、任意のアイテムに対して固定価格を
オファーしてもよい。例えば、オークションベースのＥＰは、販売者が、アイテムＩＤ、
価格設定、オークションパラメータ等の販売のためのアイテムに関するデータを伝送する
ことを可能にしてもよい。ＯＮＳは、ＥＰが、ユーザの現在のアクティビティに基づいて
、そのユーザのプライバシーを侵害せずに、ユーザにオファーを行い得る、「ブラインド
」フォーラムを提供するように構成されてもよい。ＥＰは、ＯＮＳに、参加を所望するＯ
ＮＳトランザクションのタイプに関するデータを取り込んでもよい。ＯＮＳによって提供
されるアプリケーションプログラミングインターフェース（ＡＰＩ）は、ＡＲＤおよびＥ
Ｐによるアクセスをサポートするように構成されてもよい。ＡＲＤおよびＥＰは、２つの
明確に異なる形態のクライアントであってもよく、ＡＲＤとＯＮＳの相互作用と関連付け
られた方法およびプロトコルおよびＥＰとＯＮＳの相互作用と関連付けられたそれらのも
のが任意の共通要素を含有し得ないという点において、相互に排他的であり得る。
【００２３】
　ＡＲシステムは、随意に、小売場所全体を通して、例えば、小売場所の入口および出口
またはその近傍に位置する、１つまたはそれを上回るスキャナまたはリーダ１０８を備え
てもよい。小売場所における各アイテム１０３は、１つまたはそれを上回るスキャナまた
はリーダ１０８およびＡＲＤ１０２ａ、１０２ｂによって検出され得る、識別タグ１０５
（例えば、ＲＦＩＤタグ、バーコード、任意のグローバル認識識別等）を備えてもよい。
スキャナまたはリーダは、ＲＦＩＤリーダ、バーコードリーダ、クイックレスポンス（Ｑ
Ｒ）コードリーダ、カメラ、および／または任意の他のタイプの情報リーダのうちの１つ
またはそれを上回るものを備えてもよい。スキャナまたはリーダ１０８は、スキャンデー
タを制御システムに伝送するために、制御システム１０４と通信してもよい（例えば、有
線、無線、または別様に）。随意に、制御システム１０４は、信号、例えば、スキャンを
アクティブ化、スキャンを非アクティブ化等するためのコマンドをスキャナ１０８に伝送
してもよい。
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【００２４】
　ユーザまたは買物客によって装着されるＡＲＤが、標的オブジェクトにおける買物客に
よる関心を検出すると、交渉インターバルが、開始する。本時間の間、ＡＲＤは、制御シ
ステムのＯＮＳにコンタクトし、これは、ＡＲＤに、標的または標的に関連する他の製品
に関する種々のオファーを通信するであろう。ＡＲＤは、情報を提供するように構成され
てもよい、および／または交渉インターバルの間、ユーザからの相互作用を求め、買物客
がその現在のアクションの過程（すなわち、その特定の日にその特定の販売店からその特
定の製品タイプのその特定のインスタンスの購入）を継続するより魅力的であると見出し
得る、代替購入オプション、付加的購入のためのオプション（例えば、「その新しい掃除
機用の安いバッグの購入を希望しますか？」、または他の関連オファー（例えば、「その
車を購入する場合、年末の税金控除のために我々の慈善事業に古い車を寄付することがで
きます」。）を提示してもよい。買物客は、交渉インターバルの間、標的を取り上げ、携
行してもよい。
【００２５】
　交渉インターバルの終了時、製品は、購入されるか、または購入されないかのいずれか
となり、および／または関連または代替製品も、購入されるか、または購入されないかの
いずれかとなる。任意の種類のオファーが、網羅されることが意図されるが、インターバ
ル中におけるオファーのための本明細書に説明されるサンプルオファーは、システムの使
用のあらゆる可能性として考えられる実施例である。任意の製品が購入されるかどうかに
かかわらず、ＡＲシステムは、ユーザの決定に基づいて、アクションを行うことを選定し
てもよい。例えば、買物客が標的を購入しないと決定するが、しかしながら、ＡＲＤシス
テム（例えば、ＡＲＤデバイス、スキャナ）が、買物客が、依然として、標的を携行して
いることを検出する場合、アラートが、ＡＲ制御システムによって生成され、買物客およ
び／または販売店ＡＲＤに伝送されてもよい。
【００２６】
　図１Ｂは、ＡＲＤ１１２、制御システムまたはサーバのＯＮＳ１１４、およびＥＰ１１
８間で伝送されるデータおよび情報のタイプの実施例とともに、ＡＲシステム１１０の一
変形例を描写する。いくつかの変形例では、ＡＲＤ、ＯＮＳ、およびＥＰ間で交換される
データおよび情報は、デジタルデータパケットまたはデータ構造の形態であってもよい。
例えば、ＡＲＤ１１２が、ユーザが標的の購入を検討している、または標的に関する他の
トランザクションの過程にあることを決定すると、ＡＲＤは、トランザクションインター
バル（ＴＩ）と呼ばれるデータパケットまたはデータ構造を作成してもよい。ＴＩオブジ
ェクト１１６は、検討されている標的についての識別情報、および価格データ、販売店デ
ータ、および同等物を備えてもよい。ＴＩオブジェクト内に含有されるデータは、ユーザ
の物理的場所に対応する販売店に特有であってもよい。ＴＩは、交渉インターバルの開始
時に作成され、ＯＮＳに伝送され、次いで、交渉インターバルの終了時に削除されてもよ
い。ＴＩ内に含有される情報は、交渉インターバルの持続時間全体を通して更新され、例
えば、任意のリアルタイム価格変化を示してもよい。ＯＮＳは、ＴＩからの識別データお
よび／または価格設定データを使用して、標的に関連するオファー１２２を識別および／
または生成してもよい。
【００２７】
　オファーは、買物客が、検討されている現在の購入の代替として、またはそれに加えて
のいずれかで行い得る、任意の種類のトランザクションであってもよい。いくつかの変形
例では、オファーは、特定の価格においてアイテムを購入するためにコンピュータ実行可
能方法によって実装される、ユーザへの勧誘であってもよい。例えば、オファーは、ある
条件が満たされる場合、ＯＮＳによって実行される、コンピュータ実装方法のユニットで
あってもよい。ＯＮＳは、そのようなコンピュータ実装方法（例えば、スクリプトによっ
て表され得る）のデータベースを維持するように構成されてもよい。これらのコンピュー
タ実装方法は、買物客が具体的製品または製品のクラスに対する交渉インターバルにある
場合、ＥＰが買物客にオファーすることを所望するものを規定し得る、オファースクリプ
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ト（ＯＳ）１２０であってもよい。ＯＮＳデータベース内に記憶されるＯＳは、ＯＮＳに
よって生成されてもよい、および／または１つまたはそれを上回るＥＰ１１８によって供
給されてもよい。いったんＯＮＳが、ＴＩ内のデータに基づいて標的に関連するＯＳを識
別または生成すると、ＯＮＳは、ＯＳを実行し、オファーオブジェクト１２２をＡＲＤに
送信する。オファーオブジェクト１２２は、提案される製品（標的と同一であってもよく
、またはそうではなくてもよい）および価格についての情報を含有する、データ構造およ
び／またはデータパケットであってもよい。随意に、オファー１２２はまた、配信データ
およびタイミングを含んでもよい。
【００２８】
　いくつかの変形例では、ＯＮＳ１１４は、ＥＰ１１８に、ＥＰによってＯＮＳに提供さ
れるオファーがユーザによって承諾または拒否されたかどうかについての情報を通信する
ように構成されてもよい。そのような通信は、オファーされた製品、その価格、およびユ
ーザが特定のオファーを承諾したかどうかについての情報を含有する、データ構造および
／またはパケットであり得る、通知オブジェクト１２４の形態であってもよい。ユーザの
プライバシー設定に応じて、通知オブジェクト１２４は、ユーザ識別データを含有しても
よい、またはユーザを一意に識別するためにＥＰ１１８によって使用され得る、任意のデ
ータを含有しなくてもよい。例えば、通知オブジェクトは、一意のユーザデータがＥＰに
提供されないように、匿名性であってもよい。通知オブジェクト１２４は、ユーザの人口
統計または地理的情報（例えば、性別、年齢、標的が検討されている小売店の場所等）を
含有してもよいが、一意のユーザデータ（例えば、クレジットカード情報、クレジットス
コア、住居の住所、社会保障番号等）を含有しなくてもよい。いくつかの変形例では、ユ
ーザが、ＥＰ１１８によって提供されるオファーの承諾を決定する場合、通知オブジェク
ト１２４は、ユーザの許可を得て、十分なユーザデータを含有し、購入トランザクション
を完了してもよい。
【００２９】
　前述のように、ＯＮＳは、事前のユーザの同意なく、ユーザ識別情報がＥＰに伝送され
ないように、ユーザのプライバシーを保存するように構成されてもよい。いくつかの変形
例では、ＡＲＤとＯＮＳとの間で転送されるデータは、ＥＰとＯＮＳとの間で転送される
データと別個に保たれてもよい。例えば、図１Ｂに描写され、前述されたＡＲシステム１
１０は、直接ユーザとそのＥＰを結び付ける代わりに、ＯＮＳを使用して、ＴＩオブジェ
クトとＥＰによって提供される関連ＯＳをペアリングすることによって、本情報の分離を
維持してもよい。本アーキテクチャでは、ユーザは、必ずしもパーソナルデータをＥＰに
開示することなく、彼らに有益であり得る種々のオファーを検討することが可能である。
同時に、ＥＰは、それぞれのユーザを個々に勧誘する代わりに、ＯＮＳデータベース内に
記憶される単一ＯＳを使用して、複数のユーザにオファーを拡張することが可能であって
もよい。
【００３０】
　以下に説明されるのは、購入代替をユーザに提供するように構成され得る、ＡＲシステ
ムおよびＯＮＳのコンポーネントの異なる変形例の実施例である。
【００３１】
拡張現実デバイス
　ＡＲシステムの一部である、ＡＲＤの一実施例が、図２Ａに描写される。図２Ａは、眼
鏡２０２等のユーザの頭部上に装着される光学デバイスであり得る、ＡＲＤ２００を描写
する。いくつかの変形例では、ＡＲＤは、ユーザの視野に対応する画像を捕捉する、１つ
またはそれを上回る画像センサを備えてもよい。ＡＲＤはまた、図２Ｂ－２Ｊに描写され
るトーテムのいずれか等、眼鏡２０２とペアリングされる（例えば、選択的に無線で接続
される）トーテムを備えてもよい。トーテムは、入力またはＡＲシステムとの相互作用を
可能にするためにユーザによって操作可能であり得る、物理的オブジェクトである。図２
Ｂは、キーボードの形態におけるトーテムを描写し、図２Ｃは、リングの形態におけるト
ーテムを描写し、図２Ｄは、マウスの形態におけるトーテムを描写し、図２Ｅは、ハンド
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ヘルドコントローラの形態におけるトーテムを描写し、図２Ｆは、球または花の形態にお
けるトーテムを描写し、図２Ｇは、ブロックの形態におけるトーテムを描写し、図２Ｈは
、ブレスレットの形態におけるトーテムを描写し、図２Ｉは、キーチェーンの形態におけ
るトーテムを描写し、図２Ｊは、スタイラスまたは筆記具の形態におけるトーテムを描写
する。ＡＲＤ２００は、拡張現実コンテンツ、例えば、拡張現実の視覚的および／または
オーディオコンテンツをユーザに配信するように動作可能な電子機器およびマイクロディ
スプレイを備えてもよい。電子機器２０４は、電気または電子コンポーネントを含む、種
々の回路を含んでもよい。種々の回路は、拡張現実コンテンツを配信するか、および／ま
たは周囲の物理的環境および／またはユーザについての情報を感知、測定、または収集す
るかのいずれかである、いくつかの変換器に通信可能に結合されてもよい。ＡＲＤ２００
はまた、３－Ｄ音場を生成するように構成され得る、オーディオサブシステムを備えても
よい。ＡＲＤ２００は、頭部装着型コンポーネント内に統合される、または頭部装着型コ
ンポーネントと別個であり得る、計算コンポーネントを備えてもよい。計算コンポーネン
トは、論理を具現化するか、またはソフトウェアまたはファームウェア内にエンコードさ
れた命令として具現化される論理を実行することが可能であるかのいずれかである、１つ
またはそれを上回るプロセッサ、例えば、１つまたはそれを上回るマイクロコントローラ
、マイクロプロセッサ、グラフィカル処理ユニット、デジタル信号プロセッサ、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、プログラマブルゲートアレイ、プログラマブル論理回路、ま
たは他の回路を含んでもよい。計算コンポーネントは、１つまたはそれを上回る非一過性
コンピュータ媒体、またはプロセッサ可読媒体、例えば、揮発性および／または不揮発性
メモリ、例えば、読取専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、静的
ＲＡＭ、動的ＲＡＭ、フラッシュメモリ、ＥＥＰＲＯＭ等を含んでもよい。計算コンポー
ネントは、頭部装着型コンポーネント２０２に通信可能に結合されてもよく、また、限定
ではないが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、ＷＩ－ＦＩ（Ｒ）、またはいくつかのＩ
ＥＥＥ８０２．１準拠プロトコル（例えば、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ、ＩＥＥＥ８０２．
１１ａ／ｃ）を含む、種々の形態の通信が可能であり得る、送信機および受信機を備えて
もよい。ＡＲＤ２００はまた、位置データを検出し、遠隔コントローラまたはサーバに伝
送するように構成される、電子機器を備えてもよい。いくつかの変形例では、ＡＲＤの計
算コンポーネントのメモリは、１つまたはそれを上回るデータベースを記憶してもよい。
例えば、ＡＲＤは、アイテムＩＤ（例えば、ＧＵＩＤ、バーコード等）、アイテム数量、
およびアイテムが購入されたかどうか等のユーザの所有下にあるアイテムについての情報
を含有する、データベースを含んでもよい。ＡＲＤが、ユーザがアイテムを取り上げた（
例えば、小売場所における棚から）、アイテムを置く（例えば、小売場所における棚に戻
す）、またはアイテムを購入したことを検出すると、データベースは、アイテムのステー
タスの変化を反映させるために更新されてもよい。これらのイベントはまた、ＭＩＳに信
号伝達され、図６Ａ－６Ｄに描写されるデータベース内に類似更新および変化を生じさせ
てもよい。アイテムがユーザの所有となると、アイテムデータ構造（例えば、図６Ｅ）は
、インスタンス化され、ＡＲＤメモリ内のデータベースに記憶されてもよい。アイテム特
有のデータ（例えば、アイテムＩＤ、ＧＵＩＤ、ＵＲＬ等）が、ＡＲシステム制御サーバ
（例えば、図６ＡのＭＩＳデータベースまたはシステム制御サーバと通信する他の製品デ
ータベース）からＡＲＤによって得られてもよい。アイテムが購入されるとき、購入シス
テム（第三者システムまたはＭＩＳを介して販売店によって管理されるものであり得る）
は、ＡＲＤに信号伝達し、アイテムデータ構造のステータスを更新してもよい。類似信号
は、ＭＩＳの図６Ａ－６Ｄのデータベースを更新するために使用されてもよい。
【００３２】
　ＡＲＤの別の実施例は、図２Ｋに描写される。そこに示されるように、ＡＲＤ２１０は
、（ＡＲＤ２００の要素のうちの１つまたはそれを上回るものに加え）ＲＦＩＤリーダ２
１２と、運動検出器２１４と、場所センサ２１６とを備えてもよい。ＲＦＩＤリーダ２０
２は、情報を小売場所における販売のためのアイテムに取り付けられるＲＦＩＤタグから
読み取るように構成されてもよい。他の変形例では、ＡＲＤ２１０は、例えば、バーコー
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ドリーダ、クイックレスポンス（ＱＲ）コードリーダ、スキャナ、カメラ、および／また
は任意の他のタイプの情報リーダを備えてもよい。運動検出器２１４は、ユーザデバイス
１００の移動を検出するように構成されてもよい。例えば、運動検出器の一変形例は、加
速度計および／またはジャイロスコープを備えてもよい。場所センサ２１６は、ＡＲＤ２
１０の場所を決定するための任意の好適なシステムを備えてもよい。いくつかの変形例で
は、場所センサは、全地球測位システム（ＧＰＳ）、セルラーまたはＷｉ－Ｆｉベースの
場所決定システム、および／または屋内使用のために設計された他のシステム（例えば、
ｉＢｅａｃｏｎｓ）を備えてもよい。一変形例では、場所センサ２１６からのデータは、
視覚的同時局在化およびマッピング（ＳＬＡＭ）等のコンピュータビジョン技法から導出
されるデータと組み合わせられ、小売場所等の屋内空間内のユーザ／ユーザデバイスを特
定してもよい。ＡＲＤ２１０はまた、他のデバイスとのコネクティビティのためのＩ／Ｏ
インターフェース２０８を備えてもよい。付加的デバイスの実施例は、限定ではないが、
例えば、他のＡＲＤ、トーテム、タッチスクリーン／タッチパッド、キーパッド、スピー
カ、マイクロホン、ディスプレイ等を含んでもよい。
【００３３】
　ＡＲＤの計算コンポーネントは、交渉インターバルの開始および／または終了を示す、
ユーザからのキューおよびコマンドを認識するように構成されてもよい。例えば、計算コ
ンポーネントは、購入のために利用可能なユーザの環境内のオブジェクトを識別すること
が可能なオブジェクト認識ソフトウェアを用いてプログラムされてもよい。随意に、計算
コンポーネントはまた、クラウドサーバと通信し、持続的共有クラウドベース世界モデル
の一部としてのパラメータ幾何学形状およびポイントを使用して、購入のためのオブジェ
クトを識別してもよい。計算コンポーネントはまた、手のジェスチャ、身体位置を追跡し
、あるジェスチャがあるコマンドに対応することを認識し、命令をそれに従って実行する
ことが可能な非一過性コンピュータ媒体内に記憶されるコンピュータ実装方法を有しても
よい。例えば、ＡＲＤの計算コンポーネントは、購入のために利用可能なユーザの地理的
場所内のオブジェクトを認識する、第１のコンピュータ実装方法と、ユーザ側に購入のた
めのオブジェクトを検討することに関心がある可能性が高いことを示す手のジェスチャお
よびキューを認識する、第２のコンピュータ実装方法とを有してもよい。いくつかの変形
例では、コンピュータ実装特徴検出方法は、ユーザが１つのアイテムを周囲のアイテムよ
り長く見ていたことを示す、視覚的キュー（例えば、ＡＲＤ画像センサからの信号）を使
用して、そのアイテムへのユーザ関心を示す信号を生成してもよい。交渉インターバルの
開始はまた、ＡＲシステムが、ユーザが小売環境内に居ることを示す挙動および条件のパ
ターンを認識した後、ＡＲシステムが購入のための製品をユーザに提案することによって
トリガされてもよい。例えば、ＡＲシステムは、ユーザが小売場所の物理的住所と同じ場
所に地理的に位置し、ユーザがその歩くペースを減速または停止したことを検出してもよ
い。ＡＲシステムはまた、ユーザによって維持される買物リストにアクセスし、リスト上
のアイテムと小売店の製品在庫を相互参照し、ユーザに、その特定の小売場所におけるそ
の買物リスト上のあるアイテムの購入の検討を所望し得ることをリマインドしてもよい。
随意に、ＡＲシステムは、買物客の注視を分析し、買物客が製品に触れた、またはそれを
取り上げたことを認識することによって、またはＡＲＤまたはその関連付けられたコンポ
ーネント（例えば、有線または無線で接続される付属品）を通して利用可能な任意のユー
ザインターフェース（ＵＩ）イディオムまたはトーテムを使用した買物客からの明示的信
号伝達によって、ユーザがオブジェクトに関心があることを決定してもよい。アイテムの
存在は、買物客の移動または場所と組み合わせて、買物客がアイテムの購入に関心がある
かどうかを決定することができる。ユーザデバイスによって受信された他のユーザ入力は
、これらのアイテムの購入の買物客の意図を確認することができる。したがって、買物客
は、店舗を訪れている間、購入トランザクションを完了するために、店頭端末を通過する
ことをもはや要求されない。
【００３４】
　ＡＲＤは、ユーザによって視認されている製品を認識するように構成されてもよい。コ
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ンピュータビジョンアルゴリズム、ＲＦＩＤ、バーコードスキャン、または任意のそのよ
うなオブジェクト認識機構の動作を通して、これが行われてもよく、自動的に、またはあ
るアクションが買物客によって開始されるときのみ、行われてもよい。いくつかの変形例
では、ＡＲＤ（例えば、ＡＲＤ２１０）は、ＡＲＤの近接度センサおよび／またはスキャ
ナ（例えば、ＲＦＩＤスキャナ）からのデータに基づいて、アイテムの存在を検出しても
よく、ユーザとアイテムとの間の相対的移動に基づいて、システムは、ユーザがアイテム
に関心があるかどうかを決定してもよい。例えば、ＡＲＤの運動検出器がユーザが移動し
ていることを感知し、スキャナがアイテムの存在または近接度を継続的に感知する場合、
ＡＲシステムは、ユーザに、ユーザが所有しているアイテムを購入するプロセスを開始す
るように促してもよい。他の実施例では、アイテムの場所に対するユーザの頭部の配向は
、ユーザが最終的にアイテムを取り上げない場合でも、ユーザがアイテムに視覚的に関心
があることを示し得る。スキャナによって検出されたアイテムに対してユーザが払う任意
の注意は、ＡＲシステムに、ユーザがカウンタまたはレジまで歩いて行き、購入トランザ
クションを完了するために列に並ぶことを要求せずに、ユーザがそのアイテム（および／
または関連アイテム）の購入を行い得るように、ユーザおよび／または販売店に通知する
ことを促してもよい。
【００３５】
　ＡＲＤは、ＡＲＤにすでに既知の特定のＯＮＳとペアリングされるように構成されても
よい。随意に、ＡＲＤは、複数のＯＮＳとペアリングされてもよい。例えば、ＡＲＤ製造
業者は、ＡＲＤとあるＯＮＳを「事前にペアリング」してもよい、またはユーザは、ＡＲ
Ｄとその選択肢の付加的ＯＮＳをペアリングしてもよい。消費者は、その選択肢の個々の
ＯＮＳに加入する機会を有してもよい。いくつかの変形例では、ＯＮＳの動作および／ま
たはそれによって提供されるサービスは、別個のアプリまたはウェブインターフェースを
通してユーザによって構成されてもよい。
【００３６】
小売環境とのＡＲＤ相互作用
　買物客によって装着されるＡＲＤは、（例えば、運動検出器および／または場所センサ
からのデータに基づいて）買物客が複数の購入のための製品を有する小売場所に入ったこ
とを検出してもよい。製品は、小売場所または店舗内に物理的に位置するアイテムまたは
オブジェクトであってもよい、および／またはユーザによって規定された時間に購入およ
び利用され得るサービス（例えば、商品券、マッサージ、サロン、自動車サービス、およ
び同等物）であってもよい。製品は、種々の機構を通して買物客のＡＲＤによって検出お
よび識別されてもよい。例えば、図１Ａに描写されるように、製品１０３は、ＡＲＤによ
って認識および／または検出され得る、識別タグ１０５を備えてもよい。タグ１０５は、
ＲＦＩＤタグ、バーコード、ＱＲコード（登録商標）、または任意の好適なグローバル一
意識別子（ＧＵＩＤ）であってもよい。タグ１０５は、製品と関連付けられた任意の情報
、例えば、製品の任意の一意または識別可能特性（小売場所において購入のためにオファ
ーされる製品間で一意であり得る、すなわち、ＧＵＩＤ）を含んでもよい。製品と関連付
けられた説明、価格、保証、および製造業者も、随意に、タグ１０５上に含まれてもよい
。情報は、随意に、製品に関わる購入トランザクションを促進するためのデータを受信、
伝送、および記憶する、サーバ（例えば、ＡＲ制御サーバ）と関連付けられたユニフォー
ムリソースロケータ（ＵＲＬ）等のネットワークアドレスを含んでもよい。代替として、
または加えて、ＡＲＤは、画像認識および処理方法によって、製品を検出および識別する
ことが可能であってもよい。
【００３７】
　ユーザによって装着されるＡＲＤは、ユーザがアイテムを視認しているときを決定する
ように構成されてもよい。一変形例では、ＡＲＤは、画像認識方法を使用して、購入のた
めに利用可能なアイテムがＡＲＤの眼鏡の視野（例えば、視野の中心）内にあるときを決
定してもよい。画像認識方法は、種々の識別マーカまたはタグ（前述のタグのいずれか等
）を視覚的場面から抽出することが可能であってもよい。いくつかの変形例では、ＡＲＤ
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は、ユーザの頭部が現在向いているアイテムのみに位置合わせするように設計される、指
向性アンテナＲＦＩＤリーダを備えてもよい。画像認識方法は、関心アイテムを他のアイ
テムより長くユーザの視野の中心に位置するアイテムとして識別してもよい。代替として
、または加えて、ユーザは、アイテムを手で扱って、それをＡＲＤの視認部分および／ま
たはスキャン部分に近接して位置付けてもよく、これは、アイテムがＡＲＤによって検出
されることを確実にすることに役立ち得る。また、タグは、任意の好適な手段によってア
イテムと関連付けられる、例えば、繊維、紐、またはワイヤによって結び付けられる、接
着剤、クリップで留められてもよく、およびいくつかの変形例では、アイテムまたはアイ
テムのパッケージング上に直接印刷される、またはその中に埋め込まれてもよいことを理
解されたい。
【００３８】
　ＡＲシステムは、購入のために利用可能な製品のステータスおよび場所を監視すること
によって、ユーザおよび小売場所における販売店の両方を補助してもよい。いくつかの変
形例では、小売空間内の各アイテムの識別、場所、および状態（例えば、購入済みまたは
未購入、携行中または非携行中）が、図６Ａ－６Ｅに関して以下にさらに説明されるであ
ろうように、ＡＲシステム制御サーバのメモリ（例えば、データベース）内に記憶されて
もよい。各アイテムの場所は、例えば、小売空間における１つまたはそれを上回るスキャ
ナがその以前の場所と異なる場所においてアイテムを検出する場合、更新されてもよい。
いくつかの変形例では、買物客によって装着されるＡＲＤは、買物客がアイテムを棚から
取り上げたことを検出してもよい。例えば、ＡＲＤがアイテムの連続存在を検出し（例え
ば、ＲＦＩＤタグが近接近して検出される）、ユーザが移動している（例えば、ＡＲＤ運
動センサによって検出される、および／または場所センサによって検出される場所の変化
）場合、ＡＲＤは、ユーザがアイテムを携行していることを決定してもよい。そのような
場合、ＡＲＤは、信号をＡＲ制御サーバに伝送し、その特定のアイテムのステータスを「
携行中」に更新してもよい。代替として、または加えて、小売空間の周囲に位置するスキ
ャナが、アイテムの場所が変化し（例えば、種々のスキャナに対する近接度の変化によっ
て）、比較的に短時間インターバルにおいて変化し続けている（すなわち、アイテムが、
単に、棚から、例えば、ディスプレイエリアに移動されているのではない）ことを検出す
る場合、そのようなデータは、スキャナからＡＲ制御サーバに伝送されてもよく、そのア
イテムのステータスは、「携行中」に変更されてもよい。ステータス変化に加え、アイテ
ムの場所も、ＡＲ制御サーバデータベース内で更新されてもよい。
【００３９】
　いくつかの小売空間では、複数のＲＦＩＤスキャナまたはリーダ（または他のタイプの
情報リーダ）が、空間内の種々の場所に位置付けられてもよく、ＡＲシステム制御サーバ
と通信してもよい。例えば、これらの付加的ＲＦＩＤスキャナは、小売場所の入口および
／または出口に設置されてもよい。ユーザが小売場所から出るとき、出口に位置するＲＦ
ＩＤスキャナは、ＲＦＩＤタグを検出することによって、ユーザによって携行されている
アイテムを識別してもよい。いったんアイテムが識別されると、識別データは、ＡＲシス
テム制御サーバに伝送され、アイテムが購入されたかどうかを決定してもよい。特に、こ
れらのアイテムのＩＤ（例えば、ＧＵＩＤ）が、ＲＦＩＤスキャナによって捕捉され、以
下にさらに説明されるであろうように、図６Ａ－６Ｅのテーブルおよびデータ構造内に記
憶されるデータに類似するデータを含有し得る、ＭＩＳデータベース内のＩＤと比較され
てもよい。ＭＩＳデータベースが、特定のアイテムが購入されたことを示す（例えば、図
６Ｂのデータテーブル内に「購入済み」ステータスを有する、または図６Ｅのアイテムデ
ータ構造に基づいて）場合、通知またはアラートは、ユーザまたは販売店に提供されなく
てもよい。対照的に、ＭＩＳデータベースが、特定のアイテムが購入されていないことを
示す場合、通知が、ユーザＡＲＤに伝送されてもよく、これは、順に、アイテムの支払を
行うための購入促進を提供してもよい。代替として、または加えて、出口の近傍で検出さ
れた購入されていないアイテムは、スキャナによって検出されてもよく、通知（例えば、
アラート）が、ＭＩＳから販売店（例えば、店員ＡＲＤ）に伝送されてもよい。いくつか
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の変形例では、ユーザによって携行されている購入されていないアイテムが、出口または
その近傍のスキャナによって検出される場合（またはある場合には、アイテムが小売場所
から出た場合）、スキャナは、アイテムＩＤをＭＩＳに伝送してもよく、これは、次いで
、事前に記憶された支払情報（例えば、ＡＲＤまたは制御サーバデータベース内に記憶さ
れる）を使用して、ユーザの支払口座に自動的に請求してもよい。ＭＩＳからの通知は、
ユーザＡＲＤに送信され、以前に購入されていないアイテムのその所有に起因して、購入
トランザクションが生じたことを示してもよい。
【００４０】
　いくつかの変形例では、小売場所は、清算エリアに進入したユーザの所有下の任意の購
入されていないアイテムが購入のために処理され得る、清算エリアを有してもよい。１つ
またはそれを上回る清算エリアは、小売場所の入口／出口の近傍または小売場所全体を通
して位置してもよい。１つまたはそれを上回るＲＦＩＤスキャナまたはリーダが、これら
の清算エリア内に位置し、購入されていないアイテムの検出を促進することを支援しても
よい。いくつかの変形例では、アイテムの購入のための処理は、信号をＲＦＩＤリーダか
らアイテムを識別するユーザのＡＲＤまたはＡＲシステム制御サーバに伝送し、ＡＲＤま
たはＡＲシステム制御サーバデータベース内のアイテムのステータスを読み出すことによ
って、そのアイテムが、購入されたかどうかを決定し、次いで、ユーザに購入プロセスを
開始することを促す通知をユーザＡＲＤに生成することを含んでもよい。ユーザは、次い
で、購入の確認を提供することによって、ＡＲＤ通知に応答してもよく、アイテムの支払
は、ＡＲシステム制御サーバと通信するＭＩＳおよび／または支払システムによってハン
ドリングされてもよい。いくつかの変形例では、ユーザは、清算エリアに進入すると、ユ
ーザからの付加的確認を伴わずに、任意の携行されている購入されていないアイテムが購
入のために自動的に処理されるように選好を設定してもよく、購入プロセスの完了に応じ
て、制御サーバは、通知をユーザＡＲＤに購入／支払の確認として送信してもよい。いっ
たんアイテムが購入されると、購入の詳細に関するデータ（例えば、アイテム識別、購入
価格、時間、およびユーザによって公開された任意のユーザ特有のデータ）が、ＭＩＳに
送信され、在庫データベースを更新してもよい（例えば、購入されたアイテムを図６Ａの
データベースおよび／または図６Ｄのデータベース等の販売店収益データベース等の販売
店の在庫データベースから除去するため）。
【００４１】
　加えて、または代替として、ユーザのＡＲＤは、ユーザが小売場所から離れたとき、ユ
ーザおよび販売店の両方に報告するように構成されてもよい。ユーザのＡＲＤは、ユーザ
の所有下の（すなわち、携行されている）アイテムの識別を含む、信号をＡＲシステム制
御サーバに送信してもよく、ＡＲシステム制御サーバ（例えば、ＭＩＳ）および／または
ユーザのＡＲＤのデータベースに基づいて、ユーザおよび／または販売店は、ユーザによ
って購入されていないが、ユーザの所有下にある（例えば、「携行されている」）アイテ
ムが通知されてもよい。例えば、ＡＲシステム制御サーバ（例えば、ＭＩＳ）は、ユーザ
ＡＲＤおよび／または販売店（例えば、販売店ＡＲＤ、可聴アラームを生成する小売場所
内のサウンドシステム）に伝送される、アラームメッセージを生成してもよい。ユーザの
所有下にある購入されていないアイテムについての情報が、適切なアクションが行われ得
るように、店舗従業員用のＡＲＤに直ちに中継され、彼らにアラームをトリガしたアイテ
ムおよび／またはユーザを認知させてもよい。
【００４２】
オファー交渉サーバ
　ＡＲシステム制御サーバのいくつかの変形例は、オファー交渉サーバ（ＯＮＳ）を備え
てもよい。ＯＮＳは、ＡＲＤおよび／またはＭＩＳから独立して維持されてもよく、イン
ターネットコネクティビティを介して、ＡＲＤによって無線でアクセス可能であってもよ
い。いくつかの変形例では、ＯＮＳは、例えば、ｈｔｔｐ：／／ｏｎｓ．ｏｒｇａｎｉｚ
ａｔｉｏｎ．ｃｏｍまたはｏｎｓ：／／ｏｎｓ．ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎ．ｃｏｍ等の
標準的ユニフォームリソースロケータ（ＵＲＬ）によって識別されてもよい。これらの実
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施例では、ｈｔｔｐは、トランスポートプロトコルまたはＯＮＳ相互作用のために具体的
に意図される新規プロトコルのいずれかとして規定される。ＯＮＳは、ユーザおよび／ま
たはＡＲＤに、データ接続を形成することに先立って、付加的認証情報を提供することを
要求してもよく、ＯＮＳへの接続はトランザクションレイヤセキュリティ（ＴＬＳ）また
は別の方法の様式でセキュア化されてもよい。ＯＮＳ情報およびログイン証明書が、必要
に応じて、デバイスのプロビジョニング時またはＡＲＤ上への購入または買物アプリケー
ションのインストール時に、事前にペアリングされた（例えば、デフォルト）ＯＮＳのた
めに提供されてもよい。同様に、ＯＮＳ情報およびログイン証明書は、必要に応じて、Ａ
ＲＤ上のユーザインターフェースを介して、追加、削除、または修正されてもよい。いく
つかの変形例では、ＯＮＳは、ユーザによって検討されている製品の特徴、ユーザが現在
位置する小売場所における、小売場所の他の近傍にある、および／またはオンライン小売
店にある、同一製品の価格設定に関する情報を記憶し、そのような情報をＡＲＤに提供し
てもよい。ＯＮＳはまた、ＥＰによって提供されるオファーをユーザに提示してもよい。
ユーザが特定の小売場所に居るとき、ユーザは、ＯＮＳから、特定の小売場所の販売店と
競合する販売店であるＥＰに由来するオファーを受信してもよい。代替として、または加
えて、ユーザは、ＯＮＳから、その特定の小売場所における販売店と提携するＥＰに由来
するオファーを受信してもよい。いくつかの変形例では、ＯＮＳは、同一カテゴリ内の製
品のランク付けされたリストを標的製品として表示してもよく、ランク付けは、ＯＮＳま
たはＥＰによって集約されたユーザレビューによって決定される。随意に、ＯＮＳは、標
的製品および提案される製品の在庫および在庫の場所に関して記憶された情報を有しても
よい。例えば、ＯＮＳは、標的製品および／または提案される製品がユーザの近傍の代替
場所に在庫されていることを示す在庫データを有してもよく、同一または類似製品を代替
場所で販売することをオファーしてもよい。ＯＮＳが、ユーザが現在の小売場所に在庫が
ない製品に関心があることを決定する場合、情報は、発注、再入荷日、または製品を後日
引き取りに来てくれる、または発送を依頼した顧客にオファーされる割引または他の誘因
について提供されてもよい。
【００４３】
　一変形例では、ＯＮＳは、オファーのデータベースライブラリを備えてもよく、オファ
ーはそれぞれ、共通または標準的識別システムによってインデックス化されてもよい。例
えば、オファーは、バーコード、製造番号、型番等によってインデックス化されてもよい
。代替として、または加えて、オファーは、カテゴリおよび／または価格によってインデ
ックス化またはクラスタ化されてもよい。ＡＲＤによって生成されるＴＩオブジェクトは
、そのような製品識別情報を含有してもよく、ＯＮＳは、本情報をＴＩから抽出し、それ
を使用して、そのデータベースからのオファーを選択するように構成されてもよい。
【００４４】
　ユーザが購入のための標的を検討しているときにＡＲシステムによって行われ得る、方
法の一実施例は、図３のフロー図に描写される。ＡＲシステムは、方法３００におけるス
テップのうちの１つまたはそれを上回るものを実装するように構成されるコンピュータま
たはコントローラを有し得る、ＯＮＳを備えてもよい。ＡＲＤが潜在的購入イベント３０
２を検出すると、ＡＲＤは、交渉インターバルを開始してもよい。交渉インターバルの間
、ＡＲＤは、ＴＩオブジェクトを生成３０４し、ＴＩオブジェクトをＯＮＳに送信３０６
してもよい。ＯＮＳは、次いで、ＴＩオブジェクトのプロパティ（例えば、製造番号、価
格設定等）をそのデータベース上に記憶されているオファースクリプトと比較３０８して
もよい。オファースクリプトは、１つまたはそれを上回るＥＰによって生成３５０され、
次いで、ＯＮＳに提出３５２されてもよい。種々の検索および比較アルゴリズムが、ＴＩ
およびＯＳを合致させるために使用されてもよい。１つまたはそれを上回るＯＳが特定の
ＴＩに関連するものとして識別された後、１つまたはそれを上回るオファーが、ＯＳによ
って生成されてもよい。ＯＮＳは、次いで、種々のパラメータに基づいて、例えば、特定
のＥＰによる特定のＯＳの有料スポンサーシップ、最低または最高価格、最短または最速
配達日、および／または任意のユーザ規定された選好によって、生成されたオファーをソ
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ート３１２してもよい。例えば、ユーザは、あるタイプのＥＰ（例えば、環境に配慮して
いるＥＰ、フェアトレードＥＰ等）からのみのオファーを見ることを所望してもよい、お
よび／または他のＥＰ（例えば、過去に迷惑メールを送ったＥＰ、ユーザが個人的理由か
らボイコットを所望するＥＰ等）からのオファーをブロックすることを所望してもよい。
ユーザはまた、あるタイプのオファー、例えば、より低い価格かつ即日配達または同日取
得の標的に関するオファー（より低い価格を提供し得るが、配達が遅延しないオファー）
のみを見ることを所望してもよい。代替として、または加えて、オファーは、あるタイプ
のオファーが他のタイプのオファーよりユーザに関心があり得ることを示し得る、値基準
に従ってソートされてもよい。値基準は、ユーザによって選択される、および／またはユ
ーザの以前のアクションに基づいてコンピュータ実装方法によって生成されてもよい。例
えば、オファーは、価格および／または関連性および／または平均ユーザ評価等によって
ソートされてもよく、ユーザは、オファーがソートされる様式を選択してもよい。いくつ
かの変形例では、オファーは、過去においてユーザがオファーを見るために好んだ方法お
よび／またはその人口統計情報に従ってソートされ、ユーザに提示されてもよい。ＯＮＳ
は、次いで、任意のオファーがソートおよびフィルタステップ３１２後に残っているかど
うかを決定３１４してもよい。オファーが残っている場合、それらは、ユーザのＡＲＤへ
の伝送を介して、ユーザに提示３１６されてもよい。オファーが提示された後、ユーザは
、オファーを最終的に承諾する、暫定的に承諾する、および／または拒否することによっ
て、応答３１８するオプションを有する。ユーザがオファーを最終的に承諾する場合、Ｏ
ＮＳは、通知３２０をＥＰに送信し、そのオファーが承諾されたことを知らせてもよい。
随意に、ＯＮＳは、ユーザに、オファーのその承諾を再確認３２２することを求めてもよ
い。ユーザは、次いで、ユーザとＥＰとの間の中間体としてのＯＮＳを使用して、トラン
ザクションを完了３２２してもよい（例えば、支払および配達詳細を確認する）、または
ＯＮＳは、ユーザにＥＰと直接通信させてもよく、ユーザは、次いで、ＥＰと相互作用し
、トランザクションを完了してもよい。いったんトランザクションが完了されると、交渉
インターバルは、終了し、現在のＴＩは、終了または削除３２４される。ユーザが、オフ
ァーを確定し、トランザクションを完了することを選定しない場合、オファーは、削除３
２６されてもよい。購入される製品に関連するデータは、図６Ａ－６Ｅのデータベースお
よびデータ構造を更新するために使用されてもよい。
【００４５】
　代替として、ユーザは、ステップ３１８において、オファーを暫定的に承諾してもよく
、ＡＲＤは、次いで、ＴＩオブジェクトの第２のインスタンスを生成３４０してもよい。
本ＴＩオブジェクトは、第１のＴＩオブジェクトと同一プロパティ（例えば、製造番号、
価格）を有してもよいが、プロパティのうちの１つまたはそれを上回るものは、異なる値
を有してもよい。例えば、第２のＴＩオブジェクトの価格は、第１のＴＩオブジェクトの
価格より低くてもよい。第２のＴＩオブジェクトは、次いで、ステップ３０８におけるよ
うに、ＯＮＳ内の他のＯＳと比較されてもよい。本ループは、ユーザによる所望に応じて
、何回でも反復されてもよい。
【００４６】
　ユーザはまた、ステップ３１８において、特定のオファーを拒否するオプションを有し
てもよい。随意に、ＯＮＳは、通知３３０をＥＰに送信し、オファーが拒否されたことを
知らせてもよい。ＯＮＳは、次いで、ステップ３１４において残っているオファーのリス
トを返し、代替オファーをユーザに提示してもよい。
【００４７】
販売店在庫システム
　ＡＲシステム制御サーバのＭＩＳは、買物客によって携行されているアイテムを追跡し
、販売店によってオファーされる１つまたはそれを上回るアイテムと関連付けられたトラ
ンザクションを処理するようにプログラムされてもよい。ＭＩＳは、その販売店または代
理店のいずれかによって維持されてもよい。ユーザＡＲＤは、情報、例えば、ユーザのＡ
ＲＤの場所および識別に関する情報（ユーザの場所および識別に対応し得る）、ユーザと
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関連付けられたアイテムのリスト、ユーザが現在小売場所に居る場合、その小売場所にお
ける販売店に対応する店舗ＩＤ（または販売店ＩＤ）をＭＩＳに伝送してもよい。前述の
ように、ＭＩＳはまた、ユーザと関連付けられたアイテムのそれぞれのステータス（例え
ば、「携行中」または「購入済み」）を追跡してもよい。ユーザが購入のためのアイテム
を選択すると、ＭＩＳは、ユーザの支払情報にアクセスし、トランザクションを完了して
もよい。ユーザの支払情報は、購入が所望される時間に、ユーザＡＲＤによって伝送され
てもよい、および／または購入の前に、ユーザによって認可されてもよい。支払情報は、
例えば、購入トランザクションを完了するために使用され得る、ユーザのクレジットカー
ド／デビットカード情報、ＰＡＹＰＡＬ（ＴＭ）アカウント、および任意の他のタイプの
情報を含んでもよい。いくつかの変形例では、購入トランザクションは、別個のモジュー
ル（例えば、支払システムまたはサーバ）によってハンドリングされてもよく、購入トラ
ンザクションの完了に応じて、購入されるアイテムの識別、価格、数量等が、ＭＩＳに伝
送され、製品在庫データベースを更新してもよい。
【００４８】
　ＭＩＳはまた、小売空間内のアイテムの全ての場所およびステータス（例えば、購入済
みまたは未購入、携行中または非携行中）を追跡してもよい。アイテムの場所およびステ
ータスは、小売空間内の小売店の店員に伝送されてもよい。そのような情報は、アイテム
の使用または購入に関する補助を提供する、他の関連アイテムの購入を推奨する等、店員
が適切なアクションを行うことに役立ち得る。一変形例では、小売店の店員はまた、小売
場所のマップまたは間取図上にオーバーレイされた小売場所内のアイテムの場所およびス
テータスについての情報を表示するように構成され得る、ＡＲＤ（例えば、販売店ＡＲＤ
）を有してもよい。随意に、小売場所内の任意の買物客の物理的場所も、マップまたは間
取図上にオーバーレイされてもよい。任意の買物客のアイテムおよび場所についての情報
は、買物客ＡＲＤ、ＡＲシステム制御サーバデータベース（例えば、ＭＩＳおよび／また
はＯＮＳと関連付けられた）、および小売空間全体を通して位置するスキャナ、リーダ、
および／またはカメラから得られてもよい。
【００４９】
　ＡＲシステム制御サーバのメモリは、随意に、販売店の小売空間内に位置する買物客お
よび買物客の所有しているアイテムについての情報を含み得る、１つまたはそれを上回る
データベースを備えてもよい。データベースのいくつかの実施例は、図６Ａ－６Ｄに描写
される。そのようなデータベースは、ＭＩＳまたはＡＲ制御サーバ内の別個のシステムを
用いて維持されてもよい。いくつかの変形例では、図６Ａ－６Ｄのデータベース内の情報
の全部または一部は、随意に、ＡＲＤの計算コンポーネント内に記憶されてもよい。ＭＩ
Ｓ内で記憶および更新され得る、データベースおよび情報の実施例は、図６Ａ－６Ｅに描
写される。図６Ａは、販売店の所有下にある（すなわち、ユーザによって携行または購入
されていない）アイテムの識別および数量を含有する、在庫データベースの一変形例を描
写する。図６Ｂは、ユーザの所有下にある（すなわち、アイテムは、棚上になく、および
／またはユーザによって携行されており、および／またはユーザによって購入された）ア
イテム、アイテムのステータス、およびアイテムの場所の具体的インスタンスを含有する
、データベースの一変形例である。図６Ｃは、ユーザの所有下にあるアイテムの具体的イ
ンスタンス、例えば、アイテムインスタンスＩＤ、顧客ＩＤ、および場所データを追跡す
る、データベースの別の変形例である。いくつかのデータベースは、顧客ＩＤデータを含
まず、そのように所望される場合、小売場所内の買物客のプライバシーを保存してもよい
。図６Ｂおよび６Ｃのデータベースはそれぞれ、特定のアイテムがユーザの所有下にある
（例えば、ユーザＡＲＤによって検出され、制御サーバ／ＭＩＳに通信されるように、棚
から取り上げられ、ユーザのカートの中に入れられた）とき、それぞれインスタンス化さ
れる、個々のアイテムデータ構造のアレイまたはハッシュテーブルを備えてもよい。アイ
テムデータ構造またはオブジェクトは、図６Ｅに描写されるように、アイテムＧＵＩＤ、
ＭＩＳへのＵＲＬ、携行ステータス、および購入ステータス等のプロパティを備えてもよ
い。そのようなプロパティは、ユーザがアイテムの購入を所望することを示すとき、販売
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店ＡＲＤおよび／またはユーザＡＲＤによる要求に応じて、ＭＩＳによってクエリされて
もよい。随意に、ＭＩＳのデータベースのうちの１つまたはそれを上回るものは、ユーザ
が携行されているアイテムを購入せずに小売場所から出る場合、ユーザおよび／または販
売店が通知され得るように、ユーザによって携行されているアイテムにマップされたユー
ザ場所データを含有してもよい。図６Ｄは、ＭＩＳ内に含まれ得る、購入済みデータベー
スの一変形例を描写する。購入済みデータベースは、ユーザによって購入されたアイテム
および販売価格の識別および／またはインスタンスを含有してもよい。これらのデータベ
ース内のデータは、他の制御システム（例えば、第三者購入システム、ＯＮＳ）およびユ
ーザＡＲＤ、販売店ＡＲＤ、小売場所購入コンソール、小売場所内に位置するスキャナ等
からのデータによって更新されてもよい。同様に、これらのデバイスのいずれも、これら
のデータベース内に含有されるデータに関してＭＩＳにクエリしてもよく、データへのア
クセスは、販売店によって規制および監視される（すなわち、ユーザＡＲＤは、これらの
データベースへのアクセスを有し得ない一方、販売店ＡＲＤは、完全アクセスを有しても
よく、第三者購入システムは、ＭＩＳデータベースを更新するためのデータを提供しても
よいが、これらのデータベースからのデータを読み取る許可を有し得ない）。
【００５０】
　買物客のＡＲデバイスが、買物客が取り上げた、または手にしたアイテムのアイテム識
別タグから情報を捕捉すると、アイテムの記録が、ＡＲＤにおいて確立され、および／ま
たはタグ上にエンコードされたネットワークアドレス（例えば、ＵＲＬ）によって識別さ
れる場所におけるＡＲシステム制御サーバ（例えば、図１ＡにおけるＭＩＳ１０４ａ）に
伝送されてもよい。アイテムは、タグから捕捉されたアイテムＩＤによって識別されるこ
とができる。図６Ｂおよび６Ｃのデータベースは、１人またはそれを上回る買物客がそれ
ぞれ、ＡＲＤに店舗を調べさせ、購入のためのアイテムを手にするにつれて取り込まれて
もよい。いくつかの変形例では、アイテムに関するエントリは、ＡＲシステムが、買物客
がアイテムを携行していると決定するまで、データベース内にインスタンス化されなくて
もよい。データベースは、アイテム毎に、買物客（または各買物客と関連付けられた具体
的ＡＲＤ）を識別する顧客ＩＤ、特定の買物客のＡＲＤを使用して視認された、または携
行されているアイテムを識別するアイテムＩＤ、買物客によって携行されているアイテム
と関連付けられたステータス、および各アイテムの場所を含んでもよい。付加的列が、図
６Ｂおよび６Ｃのデータベース内に含まれ、買物客および／またはアイテムに関する他の
情報を追跡することができることを理解されたい。いくつかの変形例では、データベース
は、アイテムの実際の場所を示さず、顧客ＩＤ、アイテムＩＤ、およびステータスを含ん
でもよい。複数の買物客および彼らが携行中または購入済みのアイテムが、図６Ｂおよび
６Ｃに描写されるものと同様に、ＡＲシステム制御サーバデータベース内で追跡されても
よい。販売店は、本データを使用して、リアルタイムで、アイテム在庫および販売に関す
るデータを得てもよい。ＭＩＳはまた、同一販売店によって管理される他の小売場所の製
品在庫データベース、収益、および／または支出データベース等、他のデータベースおよ
びテーブルを管理および記憶してもよい。
【００５１】
　いくつかの変形例では、携行されているアイテムのリスト（そのアイテムＩＤまたは購
入されていないアイテムが「携行中」として識別されるという事実のみ）が、ユーザが小
売場所をぶらつき続けるとき、持続的に（または周期的に）、ユーザＡＲＤ上に提示され
てもよい。ユーザＡＲＤはまた、買物客が依然として店舗内に居る間、携行されているア
イテムのうちの１つまたはそれを上回るものの購入を任意の時間に完了し得るように、清
算オプションを買物客に提供してもよい。
【００５２】
　一変形例では、アイテムと関連付けられたタグが読み取られると、ユーザＡＲＤは、買
物客にアイテムの購入を促してもよい。例えば、ユーザＡＲＤは、ディスプレイ上に、ユ
ーザが購入のためのアイテムを選択することを可能にする、購入画面を提示してもよい、
および／またはまだ購入されていないユーザの所有下にある全アイテムの表現を表示して
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もよい。ユーザは、次いで、ＡＲＤによって表示されるアイテムのうちの１つまたはそれ
を上回るものの支払を選択および／または認可してもよい。随意に、ＡＲＤは、ユーザに
支払情報を促し、支払情報を購入と関連付けられた他の情報（例えば、顧客ＩＤ、アイテ
ムＩＤ、ステータス）とともに、処理のためにＡＲシステム制御サーバに伝送してもよい
。購入トランザクション処理は、いくつかの変形例では、第三者購入システムによって実
施されてもよい。トランザクションがサーバによって正常に処理されると、図６Ａ－６Ｅ
のデータベースおよび／またはデータ構造内のアイテムのステータスは、「購入済み」に
改訂されることができる。別の変形例では、アイテムの存在がその元々の場所から離れて
いることが検出されるとすぐに、ＡＲシステム制御サーバは、購入トランザクションを自
動的に開始してもよく、信号をユーザＡＲＤに伝送し、サーバがトランザクションを完了
するための認可を得てもよい。ユーザが、続いて、アイテムをその元々の場所に返し、そ
こから歩き去る場合、ＡＲシステム制御サービスは、返品トランザクションを自動的に開
始してもよく、信号をユーザＡＲＤに伝送し、サーバが返品／返金トランザクションを完
了するための認可を得てもよい。
【００５３】
ユーザが、購入のためのアイテムを選択しないことを選定する場合、またはユーザが、ア
イテムをユーザＡＲＤのＲＦＩＤリーダの範囲外に置く（例えば、棚に戻す）場合、アイ
テムは、もはや「携行中」ではないと決定され、図６Ｂおよび６Ｃのデータテーブル内で
追跡されているアイテムのリストから除去され、図６Ａのテーブルに戻されることができ
る。随意に、アイテムが「携行中」アイテムのリストから除去されると、ユーザＡＲＤは
、本書のいずれかで説明されるように、購入のための代替アイテムを買物客に表示しても
よい。また、アイテムがもはや「携行中」ではなく、その元々の場所以外の場所で最終的
に確認されると、通知が、アイテムを店舗内のその正しい販売場所に戻すように店舗人員
に送信されることができる。
【００５４】
アイテムの購入
　図３Ａは、開示されるシステムの変形例に従って購入トランザクションを促進する方法
３６０における例示的ステップを図示する、フローチャートである。方法３６０は、ユー
ザＡＲＤが、ＡＲシステム制御サーバに、アイテムの購入トランザクションが開始される
べきであることを示すステップ（ステップ３６２）を含んでもよい。購入トランザクショ
ンの開始は、ユーザ入力（例えば、音声インジケーションまたは確認、ＡＲＤまたはトー
テム上のボタンを押下することによる触知インジケーション、ＡＲＤによって検出された
ユーザジェスチャ等）に由来してもよい。いくつかの変形例では、購入トランザクション
は、ユーザの地理的場所データによって開始されてもよい。例えば、ユーザは、小売場所
の清算領域に歩いて行ってもよく、清算領域内におけるユーザの検出に応じて、ＡＲＤは
、ＡＲ制御サーバに、購入トランザクションが開始されるべきであることを示してもよい
。いくつかの変形例では、ユーザが、その所有下にある購入されていないアイテムととも
に店舗から出る場合、ＡＲシステム（例えば、制御サーバおよび／またはユーザＡＲＤお
よび／または任意の販売店ＡＲＤ）は、それらのアイテムのための購入トランザクション
を自動的に開始してもよい。代替として、または加えて、ユーザＡＲＤおよび／またはＡ
Ｒシステムコントローラ（例えば、ＭＩＳ）は、周期的に、ユーザに、その所有下にある
アイテムを購入するように促してもよい（例えば、１５分毎、ユーザがその所有下にある
購入されていないアイテムの閾値数に達した後、ユーザが小売場所の出口の近傍で検出さ
れる場合等）。方法３５０はさらに、ユーザＡＲＤがアイテムについてのデータをＡＲシ
ステム制御サーバに伝送するステップ（ステップ３６４）を含んでもよい。アイテムデー
タは、例えば、アイテム識別、価格、数量等を含んでもよい。ユーザＡＲＤはまた、ユー
ザの支払選好および方法（該当する場合）がデータベースから得られ得るように、ユーザ
のＩＤをＡＲシステム制御サーバに伝送してもよい。いくつかの変形例では、ＡＲシステ
ム制御サーバのＭＩＳは、アイテムおよびユーザデータをＡＲＤから受信してもよい。代
替として、または加えて、ＡＲシステム制御サーバの別個の支払システムが、アイテムお
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よびユーザデータをＡＲＤから受信してもよい。方法３６０は、次いで、ＡＲシステム制
御サーバ（例えば、ＭＩＳまたは支払システム）が支払をユーザから販売店に提供するス
テップ（ステップ３６６）を含んでもよい。そのような支払は、ユーザ選択選好および／
または任意の好適な支払方法（例えば、クレジットカード、デビットカード、ギフトカー
ド、またはＰＡＹＰＡＬ（ＴＭ）等の任意のオンライン支払サービス）に従って実施され
てもよい。いったん支払が完了されると、ＡＲシステム制御サーバ（例えば、ＭＩＳ）は
、確認通知を生成し（ステップ３６８）、その通知をユーザＡＲＤに伝送してもよい。Ｍ
ＩＳはまた、その在庫データベースを更新し、アイテムの購入を反映させてもよい（例え
ば、アイテム数を減少させる、金額を販売店口座に加える等）。小売場所におけるアイテ
ムのステータスを含有するデータベースは、更新され、例えば、アイテムのステータスを
「購入済み」に変化させてもよい。例えば、アイテムの購入の完了に応じて、図６Ｂのデ
ータベースは、購入済みアイテムのステータスが「購入済み」に変化されるように更新さ
れてもよく、そのアイテムに関するデータ構造のインスタンスは、「購入済み」プロパテ
ィが確認されるように更新されてもよい（例えば、「１」の値が割り当てられ、「０」ま
たはヌルの値は、アイテムが購入されていないことを示すであろう）。図６Ｂおよび６Ｅ
におけるものと類似するデータベースおよび／またはデータ構造がユーザＡＲＤ内に維持
される限り、そのようなものもまた、同様に更新される。図６Ｅのデータベースは、購入
済みアイテムのアイテムＩＤおよびその購入価格で更新されてもよい。
【００５５】
オファー
　種々のオファーが、ＯＮＳによってユーザに提示されてもよい。例えば、１つのタイプ
のオファーは、標的製品を割引率で購入するオプションであってもよい。いくつかの変形
例では、ＯＮＳは、ユーザに、代替購入のための製品をオファーしてもよく、代替製品は
、競合製品であってもよく、現在の小売場所、近傍の小売場所、および／またはオンライ
ン小売店において購入のために利用可能であってもよい。オファーはまた、現在の小売場
所、近傍の小売場所、および／またはオンライン小売店において購入のために利用可能な
購入のための付加的製品、例えば、関連または相関製品を提示または提案してもよい。相
関製品は、相関製品が標的製品と同一カテゴリ内にあるかどうかにかかわらず、標的製品
とともに典型的に購入される、製品である。例えば、ポータブル音楽プレーヤを購入する
買物客はまた、音楽プレーヤのための保護ケースの購入を所望する可能性が高くあり得る
、または赤ちゃん用おしゃぶり玩具を購入する買物客はまた、乳児用歯ブラシおよび歯磨
きに関する子供用書籍の購入を所望する可能性が高くあり得る。そのような相関製品は、
データ分析方法（例えば、ＯＮＳまたはＥＰによって集約および／または算出される）に
よって識別され、購入のための提案されるアイテムとしてユーザに提示されてもよい。目
前の製品および関連製品の特徴および価格設定情報に加え、ＯＮＳはまた、標的製品、競
合または代替製品、および／または相関製品の購入のオファーまたはオプションを含んで
もよい。一変形例では、ＥＰによって提供されるオファーは、ウェブページを訪れる、ま
たはレビューアからより多くの情報（可能性として、レビューアを通してさらに他の当事
者広告のための広告材料を含む）を得るための勧誘であってもよい。オファーはまた、ユ
ーザに、標的製品および／または相関製品を直ちに購入するオプションを提示するが、後
日購入済み製品を受け取らせる、例えば、製品をユーザの自宅に発送させる、または後日
販売店に取りに来させてもよい。
【００５６】
　オファーオブジェクトおよびＯＮＳスクリプトの一実施例は、図４における擬似コード
（すなわち、Ｃ等の言語）に表される。ＯＮＳスクリプトでは、例示的ＡＰＩが、ＴＩオ
ブジェクトについての情報をクエリするために使用される。ＴＩオブジェクトは、ユーザ
が購入のための標的製品を検討していることの決定に応じて、ＡＲＤによって作成されて
もよく、限定ではないが、ユニバーサル製品コードまたはＵＰＣ番号、ＱＲコード（登録
商標）、製造番号、型番、価格、および同等物を含む、複数のプロパティを保有してもよ
い。ＯＮＳスクリプトは、特定のＵＰＣ番号または金額を伴うＴＩオブジェクトを識別す
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るように調整されてもよい。ＴＩオブジェクトが、ＵＰＣ番号および／または価格条件（
例えば、ＴＩオブジェクトの価格は、価格閾値を上回る）に合致する場合、ＯＳは、オフ
ァーをユーザに生成してもよい。図４の例示的ＯＳ４００では、ＯＳ４００は、標的製品
が事前に規定された価格（この場合、＄５．５０）を上回ることを決定する場合（この場
合、ＵＰＣによって識別される）、より低い価格をオファーしてもよい。これは、ＴＩオ
ブジェクト４０２にクエリし、そのＵＰＣおよび価格プロパティを抽出することによって
、ＯＳによって行われてもよい。いったんＴＩ３４０２がＯＮＳによって受信されると、
ＯＮＳは、ＥＰ（そのＯＳ４００は、実施例である）によって提供される複数のＯＳに従
ってそのＴＩ４０２を処理するであろう。ＯＳは、標準的コンピュータ言語で実装されて
もよい、または目的のために設計される特殊言語で実装されてもよい。前者の場合、標準
的ＡＰＩは、スクリプトまたはプログラムが所与のＴＩについての情報にアクセスするこ
とを可能にするであろう。
【００５７】
　図４に見られるように、ＯＳの出力は、オファーオブジェクト４０４（本実施例では、
「ｄｉｓｃｏｕｎｔｅｄ＿ｏｆｆｅｒ」と呼ばれる、オファーオブジェクトの特定のイン
スタント）である。これは、ＥＰがユーザに与える予定のものの詳細を含有する、データ
構造である。本実施例では、ＥＰは、ユーザが近いうちにその自宅に配達させることに合
意するであろう場合４０８、同じ製品をより低い価格４０６でオファーしている。オファ
ーは、製品が配達されるであろう日数、配達の方法、および関連付けられた保証（すなわ
ち、販売業者が製品が時間通りに到着しない場合に与えるであろうもの）等の合意の重要
な詳細を規定する。本実施例では、オファーはまた、ユーザに提示されるときにオファー
に付随することが意図される、メッセージ４１０を含有する。本メッセージは、ＯＮＳに
よって長さが限定されてもよい。他のコンテンツ制限もまた、スパムまたはフィッシング
詐欺と関連付けられ得る、不適切なコンテンツまたは言語を排除する等のために提供され
てもよい。
【００５８】
　いったんオファーがＯＮＳによってＡＲＤに送信されると、ユーザは、標的に関連して
オファーが提示される。これは、例えば、オファーが、事実上、標的に近接して提示され
ることを意味し得、標的は、ハイライト、輪郭、発光、または囲みを視覚的に用いて等、
いくつかの方法で呼び出されてもよい。オファーの外観およびユーザに提示される方法に
ついての付加的詳細は、以下にさらに説明される。
【００５９】
　いったん提示されると、ユーザは、オファーを承諾または無視することを選定してもよ
い。オファーが承諾される場合、インターバルは、直ちに終了されるであろう。代替とし
て、オファーは、暫定的に承諾されてもよい。後者の場合、新しいＴＩが送信され、ユー
ザが置かれている新しい状況の状態を示してもよい。図４における実施例の場合、暫定的
承諾後、新しいＴＩは、ユーザが価格＄５．５０および３日以内の配達での「ＤＩＳＣＯ
ＵＮＴ　ＰＲＯＤＵＣＴＳ　ＣＯＲＰ．」からのオファーを検討していたことを示すであ
ろう。暫定的承諾と最終承諾との間の期間の間、新しいオファーが、他の販売業者または
さらにＴＩ履歴内の以前の販売業者から到着してもよい。
【００６０】
　個々のＴＩは、以前のＴＩを参照してもよい、または単に、ある特定の新しいＴＩに由
来する連鎖内の以前のＴＩから留保するために必要な情報の全てを含有してもよい。後者
の場合、あるイベント（オファーの承諾以外）に応答してＡＲＤによって作成された最初
のＴＩは、起源ＴＩと呼ばれる。いくつかの変形例では、ＴＩまたはオファーオブジェク
トの特定のインスタントは、他のＥＰまたはユーザによってインスタンス化されている他
のＴＩまたはオファーオブジェクトについての情報を記憶してもよい。ユーザは、そのＡ
ＲＤを通して、他のオファーおよび／または類似標的および／またはオファーを検討して
いる同一地理的エリア内の他のユーザについて知らされることを望む程度を示してもよい
。
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【００６１】
通知
　ユーザが、暫定的または最終的にのいずれかにおいて、オファーを承諾すると、または
ユーザが、明示的にＵＩアクションを通して、または暗示的にある時間期間にわたってそ
れを無視することによって、またはコンテキスト全体を拒否することによって（すなわち
、元々の標的から離れ、または新しい標的と関わることによって）のいずれかにおいて、
オファーを拒否すると、データ構造および／またはパケット、例えば、通知オブジェクト
が、ＡＲＤによってインスタンス化され、そこからＯＮＳに送信される。ユーザが、ＯＮ
Ｓによって提供される購入オファーを承諾することを所望することを示すと（例えば、ユ
ーザのＡＲＤを通した信号伝達を介して）、オファーに関するデータ（例えば、アイテム
またはサービスＩＤ、価格設定等）が、オファーが由来するＥＰおよび／またはそのＥＰ
のＭＩＳに伝送されてもよい。そのＥＰのＭＩＳは、その内部データベースを更新し、購
入を反映させてもよい（例えば、図６Ａの在庫データベース内のアイテム数量が、減少さ
れてもよく、購入済みアイテムおよびその価格が、図６Ｄの購入済みデータベースに打ち
込まれてもよい等）。随意に、ＡＲ制御システムおよびローカルメモリおよびデータベー
スが、ユーザがオファーを承諾または購入すると、アイテムおよび購入データで更新され
てもよい。そのようなローカルデータは、ユーザによる所望に応じて、報告および統計を
生成するために使用されてもよい。
【００６２】
　本通知オブジェクトは、次いで、応答であるオファーとともに、ＯＮＳによってＥＰに
伝送されるであろう。ＥＰは、本情報を使用して、状況に具体的に調整された新しいオフ
ァーを生成してもよく、これは、次いで、通知を参照することによって、ＯＮＳによって
ユーザに配信されることができる。代替として、通知が承諾である場合、ＥＰとのトラン
ザクションを完了するために要求される必要情報を含有するであろう。
【００６３】
　通知は、潜在的に、識別情報を含有し得る、システム内のオブジェクトである。存在す
る場合、本情報は、ユーザによって設定されたプライバシー設定に従って、通知がＥＰに
パスされる前にＯＮＳによって除去されてもよい。しかしながら、オファーが最終的に承
諾される状況では、通知オブジェクトは、ユーザ識別情報を含んでもよい。本特殊な場合
では、トランザクションを終了するための全ての必要情報が、共有される。
【００６４】
オファー提示
　オファーは、ユーザのＡＲＤに応じて、種々の形態でユーザに現れてもよい。オファー
がそのＡＲＤによってユーザに提示され得る方法の実施例は、図５Ａ－５Ｇに描写される
。図５Ａは、標的製品である玩具５０２を試している小売場所内のユーザ５０１を描写す
る。ユーザ５０１は、ＡＲＤ５００を装着している（図５Ａにおける別の常連客によって
装着されていることでより分かり得る）。ＡＲＤ５００は、随意に、トーテム５０３とペ
アリングされてもよい。ユーザ５０１が玩具５０２を試している（かつ可能性として、そ
れを購入するかどうかを検討している）際、ＡＲＤ５０１は、オファー５０４をユーザに
提示する。オファー５０４は、本明細書に説明されるように、任意のタイプであってもよ
く、競合販売店と提携するＥＰに由来するオファーであってもよい。競合販売店からのオ
ファーは、ユーザに、現在の小売場所から離れ、競合販売店（異なる物理的場所またはウ
ェブサイト上にあってもよい）を訪れるように促してもよい。ユーザが、ＡＲＤ５０１に
よって提示されるオファーのいずれかを承諾することを決定する場合、手、指、または他
のジェスチャを使用して、その意図を示してもよい。
【００６５】
　図５Ｂおよび５Ｃは、ＡＲシステムがオファーをユーザに提示し得る、別の方法を描写
する。そこに描写されるように、ＡＲＤ５００は、オファー５１２を買物用カート５１０
の上方に表示してもよく、オファー５１２は、ユーザの買物リストに基づいて、提案され
る購入を提供してもよい。オファー５１２は、ＡＲＤがその買物リストに関してユーザに
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提供し得る、任意のリマインダに加えて提示されてもよい。ユーザが買物リスト上のアイ
テムに関して小売場所（例えば、食料雑貨店）を探索するにつれて、ＡＲＤはまた、図５
Ｃに示されるように、種々の製品の推奨５１４、５１６を提供し、ユーザに、その注意を
棚上のそれらの製品に向けるように促してもよい。これらのオファー５１４、５１６は、
在庫があって、小売場所において利用可能なアイテムの購入の提案を提供してもよい。
【００６６】
　図５Ｄおよび５Ｅは、例えば、レストラン５２０においてユーザに提示され得る、オフ
ァーの別の変形例を描写する。ユーザは、メインディッシュ（図５Ｄ）を選択してもよく
、ＡＲシステムは、メインディッシュを引き立たせる、ワイン、前菜、および／またはサ
イドディッシュを提案してもよい（図５Ｅ）。いくつかの変形例では、ＡＲシステムは、
ユーザが小売場所の近傍で停止または減速するとき、ユーザによる購入のために提案され
る製品およびサービスを提示することが可能であってもよい。すなわち、ユーザは、ＡＲ
システムの前に小売場所に入る必要はないが、あるキュー（例えば、歩調がゆっくりにな
る、店舗正面を注視する、店舗を指し示す、時刻が食事の時間に近づいているかどうか等
）が、ユーザがその場で販売されている商品またはサービスを購入するかどうかを検討し
ていることを示し得る。図５Ｆおよび５Ｇは、レストラン５３０の入口に接近しているユ
ーザを描写する。図５Ｆでは、ＡＲは、手のジェスチャがレストランの看板を指し示して
いることを認識し、それを交渉インターバルが開始したことのインジケーションとして解
釈してもよい。図５Ｇは、ユーザに提示され得る、オファー５３２を描写し、おそらく、
日替料理、前菜、および／またはサイドディッシュ、および／または日替料理と合うワイ
ン等を表示する。ユーザは、手または指のジェスチャを介して、そのレストランへのその
関心を示してもよい。オファーの提示は、ユーザがレストランに入る前に生じてもよいが
、オファーの提示はまた、ユーザが美容室、電子機器販売店等の小売場所および／または
他のサービス場所に入る前に生じてもよいことを理解されたい。
【００６７】
　ＯＮＳは、あらゆるタイプの販売店（例えば、オンライン店舗を有する販売店、物理的
小売場所を有する販売店、および両方を有する販売店）、販売店データ（例えば、販売店
および／または小売場所の物理的および／または仮想場所、購入または販売される在庫の
タイプ等）、あらゆるタイプの製品およびサービスに関する情報（例えば、製品特徴、製
品および／またはパッケージングの物理的外観および属性、価格等）、および買物客デー
タ（例えば、人口統計データ、個人的買物リスト、購入履歴およびパターン、予算および
／または財政プロファイル等）に関するデータを記憶してもよい。そのようなデータは、
販売店が、彼らが引きつけた買物客のタイプおよび販売された製品についてデータ分析を
収集し得るように（ユーザによって承認されたプライバシー設定に従って）相互インデッ
クス化され、買物客は、異なる販売店を横断して価格を比較し、その所望の予算内で、そ
の必要性に従って、アイテムまたはサービスを選択および／または購入することができる
。本情報はまた、ＯＮＳおよび／またはＥＰによって使用され、ユーザが小売場所におい
て製品を探索するにつれてそのＡＲＤ上でユーザに提示され得る、オファーを動的に編成
してもよい。
【００６８】
　ＯＮＳ内の買物客データは、装着可能ＡＲＤ上の種々のセンサおよびユーザとＡＲシス
テムとの間の相互作用の履歴を通してＡＲシステムによって取得されてもよいが、販売店
データおよび製品データは、外部当事者（ＥＰ）によって提供されてもよい。ＥＰは、販
売店（ウェブベースの店舗を伴う、または伴わない）、広告主、個人買物客、および同等
物であってもよい。ＥＰによってＯＮＳのオペレータに提供されるデータのタイプは、販
売されている全製品のリスト、製品特徴、製品価格、在庫、在庫の物理的場所（例えば、
倉庫）、小売店舗の物理的場所、任意の宣伝イベント、または買物客がその製品のうちの
１つまたはそれを上回るものを購入するように動機付けるための特殊価格設定を含んでも
よい。そのようなデータは、ＯＮＳサーバとＥＰデータサーバとの間のデジタル転送、ま
たはデータエントリ（例えば、スプレッドシートを介して）、言語通信、および／または
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他の類似手段によってＯＮＳのオペレータに提供されてもよい。ＯＮＳのオペレータは、
ＥＰまたはその個々のオファーを事前にスクリーニングし、特定の品質基準を満たすＥＰ
からのデータのみを承諾してもよい。例えば、ＯＮＳは、あるタイプまたはカテゴリの販
売店と提携しているＥＰからのデータのみを承諾してもよい、および／またはユーザに有
用であるように十分に詳述されている販売店および／または製品データのみを承諾しても
よい。
【００６９】
　標的製品についての任意の種類の情報は、ユーザのＡＲＤからＯＮＳまたはＥＰと共有
されてもよい。特に、標的製品の価格または標的製品を販売している販売店名は、共有さ
れてもよい。いくつかの変形例では、販売店（例えば、その創設者、製品理念、およびそ
の起源等）についての情報もまた、ＯＮＳ上に記憶され、ユーザにアクセス可能であって
もよい。例えば、ユーザは、その雇用、調達、およびサプライチェーン管理プロセスにお
いて環境にやさしく、持続可能な慣行を優先している販売店からのみオファーを選択する
ことが可能であってもよい。いくつかの変形例では、ＥＰはまた、ＯＮＳおよび／または
ＡＲＤがそれらが販売している製品を識別することに役立ち得るデータをＯＮＳに提供し
てもよい。そのようなデータは、製造番号、バーコード、ＱＲコード（登録商標）、製品
および／または製品パッケージングの物理的属性（例えば、色、サイズ、幾何学形状、材
料、光学特性等）、および同等物を含んでもよい。いくつかの変形例では、ＯＮＳは、画
像のピクセルを特徴に変換し得る画像処理ユニット（ＩＰＵ）を使用して、製品を認識す
ることが可能であってもよい。ＥＰは、それらが販売している製品の特徴リストを提供し
てもよく、ＯＮＳは、ＥＰからの製品特徴とＩＰＵによって生成される特徴を合致させ、
製品を識別してもよい。
【００７０】
　買物設定および選好は、そのＡＲＤを介してユーザによって設定されてもよく、これは
、ＡＲＤ上に常駐する、またはＯＮＳ内に記憶されてもよい。例えば、ユーザは、やりと
りを所望する、またはブロックを所望する、ＥＰのリストを作成してもよい。オファーが
ＯＮＳから現れると、オファーは、それが由来するＥＰを示してもよく、ユーザは、その
特定のＥＰをそれ以降ブロックする機会を有してもよい。ユーザはまた、受信を所望する
、または受信を所望しない、オファーのタイプ、およびオファーの受信を所望する頻度お
よび条件のリストを作成してもよい。例えば、ユーザは、標的製品に関する価格割引を含
むオファーのみを見て、より高い小売価格における同一または関連製品を提案するオファ
ー（例えば、競合販売店からのオファー、または標的製品を含む複数の関連製品を含む、
バンドルまたはキットの購入のためのオファー）を見ないように所望してもよい。いくつ
かの変形例では、ユーザは、小売場所に入ると、オファーの受信を１回のみ所望し、検討
している全ての製品に関するオファーを受信しない（例えば、その買物リスト上の製品に
関するオファーのみを受信し、小売空間に入ったときの初期オファー後、他の製品に関す
るオファーを受信しない）ように規定してもよい。ユーザはまた、あるタイプのオファー
および／またはあるタイプの販売店からのオファーをスパムとしてマークしてもよい。Ｏ
ＮＳは、複数のユーザがオファーをＥＰまたは販売店からＳＰＡＭとして識別する場合、
ＥＰおよび／または提携販売店を除去してもよい。
【００７１】
　ユーザについての種々のタイプの情報は、そのＡＲＤからＯＮＳおよび／またはＥＰと
共有されてもよい。例えば、人口統計情報（例えば、年齢、性別、および民族性）、購入
習慣、履歴および選好、買物リスト、および同等物が、ＯＮＳおよび／またはＥＰと共有
されてもよい。いくつかの変形例では、ユーザの年齢が、未成年または他の買物客群に違
法または不適切なＥＰオファー（例えば、未成年へのアルコールまたは煙草の広告）を選
別して排除する目的のために、ＯＮＳとＥＰとの間で共有されてもよい。ユーザはまた、
ＯＮＳおよび／またはＥＰとのある情報の共有を選択しなくてもよい。
【実施例】
【００７２】
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　小売買物体験の例証的実施例が、以下に説明される。ＡＲＤを装着しているユーザが、
小売場所に入って行くとする。ユーザは、コードレス掃除機への関心を示す。ユーザのＡ
ＲＤは、本関心を検出し（前述の方法のいずれかを使用して）、ユーザがコードレス掃除
機の本特定のモデルに関心があることを示す信号をＯＮＳに伝送する。ＯＮＳは、後日出
荷されることになる、より低い価格における同一掃除機のオファーに関するデータをＡＲ
Ｄに伝送する。ユーザは、本オファーを拒否し、ＡＲＤは、本拒否通知をＯＮＳに送信す
る。ＯＮＳは、次いで、後日出荷されることになる、本掃除機と互換性がある真空バッグ
の購入のオファーをユーザに提供する。ユーザは、本オファーを一時的に承諾し、ＡＲＤ
は、本オファーに関するデータをそのローカルデータベースに記憶する。ユーザは、コー
ドレス掃除機を取り上げ、それをそのカートに入れる。ＡＲＤは、ＭＩＳに、本コードレ
ス掃除機（例えば、ＧＵＩＤ、数量、および／または掃除機および／またはユーザの場所
等）についてのデータとともに信号を送信する。ＭＩＳは、販売店在庫データベース（例
えば、図６Ａデータベース）を減少させ、コードレス掃除機オブジェクト（例えば、図６
Ｅデータ構造）をインスタンス化し、これは、別のデータベース（例えば、図６Ｂまたは
６Ｃ）内に記憶される。データベースおよびデータ構造／オブジェクトは、掃除機が携行
されており、購入されていないことを反映させる。ユーザＡＲＤはまた、本掃除機のデー
タ（例えば、ＧＵＩＤ）をそのローカルデータベース内にユーザによって携行されている
アイテムとして記憶してもよい。ユーザは、小売場所を探索し続け、購入のためのいくつ
かのアイテムを選択し、いくつかのアイテムを棚に戻し、購入のための他のアイテムを選
択する。ＡＲＤ、ＭＩＳ、およびＯＮＳデータベース（例えば、図６Ａ－６Ｃ）は、ユー
ザが種々のアイテムを所有および解放するにつれて、動的に更新される。ＯＮＳは、ある
アイテムへの関心を示すにつれて、種々のオファーをユーザに提示してもよい。買物イン
ターバル（例えば、交渉インターバル）全体を通して、ユーザＡＲＤおよび小売場所全体
を通して位置するスキャナは、ユーザによって携行されているアイテムを確認する（例え
ば、ユーザがコードレス掃除機を携行していることを確認する）。ユーザは、ＡＲＤに、
選択されたアイテムを購入するその意図を示す。ＡＲＤは、信号をＭＩＳおよび／または
購入システムに伝送し、これは、ユーザおよび販売店支払方法に関する許可およびデータ
を取得し、購入トランザクションを促進する。いったん購入が完了されると、ＭＩＳは、
その収益データベース（例えば、図６Ｄ）を更新してもよい。小売場所からのアイテムの
購入と同時または異なる時間に、ユーザはまた、ＡＲＤに、真空バッグの一時的に承諾さ
れたオファーの購入トランザクションを完了することを所望することを信号伝達してもよ
い。本購入トランザクションの完了に応じて、ＯＮＳは、本購入トランザクションに関す
るデータをオファーが由来するＥＰに送信してもよい。ＥＰは、ＯＮＳからのデータおよ
び完了された購入に基づいて、その独自の在庫データベースを更新してもよい。
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